
日
本
化
学
工
業
史
の
な
か
の

「味
の
素
」
と

「水
俣
病
」

は

じ

め

に

「味
の
素
」
は

一
九
〇
八
年
に
日
本
で
開
発
さ
れ
た
。
す
で
に
第

二
次
世
界
大
戦
前
に
ア
ジ
ア
や
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
に
向
け
て
輸
出
を

拡
大
し
て
い
た

「味
の
素
」
は
、
戦
後
、
世
界
に
生
産
と
消
費
が
ひ

ろ
が
る
。
そ
の
拡
大
は
ア
ジ
ア
諸
国
に
と
ど
ま
ら
ず
、
現
在
、
ア
メ

リ
カ
と
ョ
ー
ロ
ッ
パ
を
あ
わ
せ
た
消
費
量
は
日
本
を
上
ま
わ
る
と
推

定
さ
れ
て
い
る
。
「味
の
素
」
は
日
本
の
化
学
工
業
が
開
発
し
た
世

界
商
品
で
あ
る
。

「水
俣
病
」
は
メ
チ
ル
水
銀
を
原
因
と
す
る
中
枢
神
経
系
疾
患
で

あ
る
。　
一
九
五
六
年
に
発
見
さ
れ
た
あ
と
七
〇
年
代
に
世
界
中
の
関

心
を
集
め
、
〓
】５
”
ヨ
”
ご

０
一∽８
器

は
有
機
水
銀
公
害
の
代
名
詞
と

一局

松

一予

な
る
。
水
俣
病
は
日
本
化
学
工
業
史
上
も

っ
と
も
世
界
に
知
ら
れ
て

い
る
出
来
事
で
あ
る
。

「
味
の
素
」
の
発
展
と

「水
俣
病
」
の
発
生

に
因
果
関
係
は
な

い
。
し
か
し
、
技
術
に
注
目
し
な
が
ら
ふ
た
つ
の
歴
史
を
な
ら
べ
て

み
る
と
き
、
い
く
つ
か
の
共
通
の
軌
跡
が
確
認
で
き
る
。
起
点
は
と

も
に

一
九
〇
八
年
で
あ
る
。
と
も
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
ま
っ

た
く
同
じ
軍
需
品
生
産
に
た
ず
さ
わ
っ
た
歴
史
が
あ
る
。
高
度
成
長

初
期
の
五
六
年
に
は
、
ふ
た
つ
が
世
界
に
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
そ

れ
ぞ
れ
の

「発
見
」
が
な
さ
れ
る
。
そ
し
て
高
度
成
長
末
期
に
、
ふ

た
つ
の
軌
跡
は
思
い
が
け
な
い
形
で
接
近
す
る
こ
と
に
な
る
。

本
稿
は
、　
一
見
無
関
係
だ
が
、
と
も
に
世
界
に
知
ら
れ
る

「味
の

素
」
と

「水
俣
病
」
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
の
化
学
工



業
の
発
展
経
路
を
再
検
討
す
る
た
め
の
試
み
で
あ
る
。
そ
の
試
み
を

と
お
し
て
、
化
学
研
究
の
役
割
や
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
技
術
的
経

験
の
意
味
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
。

一
　

輸
入
代
替

で
は
な

か

っ
た
製
造
開
始

１
１
起
点
と
し
て
の
一
九
〇
八
年
―
―

グ
ル
タ
ミ
ン
酸
ソ
ー
ダ
が

「う
ま
味
」
の
成
分
で
あ
る
こ
と
を
発

見
し
た
の
は
、
ド
イ
ツ
留
学
か
ら
帰
国
後
、
東
京
帝
国
大
学
教
授
と

な
っ
た
池
田
菊
苗
で
あ
る
。
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
は
、
す
で
に
一
八
六
六

年
に
ド
イ
ツ
の
Ｈ

・
リ
ッ
ト

ハ
ウ
ゼ
ン

（″
け一ぎ
５
ｏこ

が
小
麦
グ

ル
テ
ン

（タ
ン
パ
ク
質
）
を
硫
酸
で
分
解
し
て
分
離
し
、
グ
ル
テ
ン

か
ら
得
ら
れ
た
こ
と
か
ら
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
と
命
名
さ
れ
て
い
た
。
さ

ら
に
リ
ッ
ト
ハ
ウ
ゼ
ン
は
、
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
に
肉

エ
キ
ス
の
味
が
あ

る
と
報
告
し
て
い
た
と
い
だ
。
池
田
の
功
績
は
、
そ
の

「う
ま
味
」

の
成
分
が
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
で
は
な
く
、
そ
れ
を
中
和
し
て
得
ら
れ
る

グ
ル
タ
ミ
ン
酸
ソ
ー
ダ
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、
調
味
料
と
し
て
の

商
品
化
を
す
す
め
た
点
に
あ
る
。

昆
布
か
ら
ヨ
ー
ド
を
製
造
し
て
い
た
鈴
木
二
郎
助
が

一
九
〇
八
年

二
月
に
池
田
の
実
験
室
を
訪
問
し
て
い
る
。
池
田
の
実
験
が
ヨ
ー
ド

製
造
と
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
誤
解
し
て
の
訪
間
で
あ

っ

た
。
同
年
四
月
二
四
日
に
特
許

「グ
ル
タ
ミ
ン
酸
塩
ヲ
主
成
分
ト
セ

ル
調
味
料
ノ
製
造
法
」
（第

一
四
、
八
〇
五
号
）
を
出
願
し
た
池
田

は
、
鈴
木
に
事
業
化
を
依
頼
す
る
。
事
業
化
を
引
き
受
け
た
鈴
木

は
、
同
年

一
二
月
に
逗
子
工
場
で
製
造
を
開
始
し
た
。
小
麦
粉
を
タ

ン
パ
ク
質
と
澱
粉
に
分
離
し
た
あ
と
、
タ
ン
パ
ク
質
に
塩
酸
を
加
え

て

「味
の
素
」
が
作
ら
れ
た
。

の
ち
に
水
俣
病
の
発
生
源
と
な
る
曾
木
電
気
株
式
会
社

（当
時
）

水
俣
工
場
が
操
業
を
開
始
す
る
の
は
、
「味
の
素
」
の
生
産
が
開
始

さ
れ
た
の
と
同
じ

一
九
〇
八
年
の
八
月
で
あ
る
。
当
初
は
、
電
気
炉

を
用
い
て
カ
ー
バ
イ
ド
だ
け
を
生
産
し
た
。
当
時
カ
ー
バ
イ
ド
は
、

水
を
注
ぐ

（あ
る
い
は
水
に
浸
す
）
こ
と
に
よ
っ
て
ア
セ
チ
レ
ン
ガ

ス
を
発
生
さ
せ
、
そ
れ
を
燃
焼
さ
せ
る
こ
と
で
灯
火
に
用
い
ら
れ
て

い
た
。

曾
本
電
気
社
長
の
野
口
遵
は
、
す
で
に

一
九
〇
二
年
に
仙
台
の
三

居
沢
で
の
日
本
初
の
カ
ー
バ
イ
ド
製
造
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
た
。
そ

の
三
年
前
の

一
八
九
九
年
、
カ
ー
バ
イ
ド
お
よ
び
ア
セ
チ
レ
ン
の
生

成
に
つ
い
て
実
験
し
た
東
京
工
業
学
校

（の
ち
の
東
京
工
業
大
学
）

の
増
島
文
次
郎
は
、
「
ア
セ
チ
リ
ン
の
製
造
日
尚
浅
き
を
以
て
其
の

用
途
未
た
普
及
せ
ざ
れ
ど
も
普
通
燈
用
に
供
す
る
外
鉄
道
列
車
停
車

場
及
諸
般
の
工
場
に
て
用
ひ
ら
れ
…
…
炭
化
石
灰

ア

ー
バ
イ
ド



―
―
著
者
注
）
の
代
価

一
層
下
落
す
る
に
至
ら
ば
ア
セ
チ
リ
ン
は
益

此
の
方
面
に
拡
か
り
阪
僻
の
地
に
燈
々
た
る
光
を
発
す
る
に
至
る
べ

し
」
と
カ
ー
バ
イ
ド
エ
業

へ
の
期
待
を
書
い
て
い
る
。
さ
ら
に

一
年

後
の
一
九
〇
〇
年
、
い
ま
だ
に
国
内
で
カ
ー
バ
イ
ド
エ
業
が
お
こ
ら

な
い
こ
と
に
つ
い
て
増
島
は
、
「斯
の
如
き
有
望
の
事
業
に
し
て
未

た
世
人
の
注
意
を
喚
起
す
る
に
至
ら
ざ
る
も
の
抑
何
の
故
ぞ
」
と
嘆

き
、
み
ず
か
ら
の
実
験
を
も
と
に
照
明
代
を
算
出
し
た
上
で
、
ア
セ

チ
ン
ン
が
安
価
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
た
。
野
口
ら
の
一
九
〇
二
年
の

三
居
沢
で
の
カ
ー
バ
イ
ド
製
造
は
こ
う
し
た
学
界
の
期
待
に
呼
応
じ

た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

そ
の
後

一
九
〇
六
年
に
な
る
と
、
欧
米
で
の
灯
火
用
ア
セ
チ
レ
ン

ガ
ス
原
料
と
し
て
の
カ
ー
バ
イ
ド
需
要
の
低
迷
が
報
告
さ
れ
た
。
京

都
帝
国
大
学
の
吉
川
亀
次
郎
は
、
「晩
近
十
数
年
間
に
於
て
特

に
其

駿
足
を
延
べ
た
る
は
化
学
工
芸
に
於
け
る
電
気
の
応
用
に
あ
り
と

す
」
と
欧
米
で
の
電
気
化
学
工
業
の
隆
盛
を
強
調
し
な
が
ら
も
、
灯

火
用
カ
ー
バ
イ
ド
に
つ
い
て
は
、
「製
品
は
市
場
に
充
温
し
爾
来
各

工
場
に
於
て
は
其
電
力
の

一
部
を
他
に
転
し
つ
ゝ
あ
る
の
勢
な
り
」

と
欧
米
で
の
過
剰
生
産
を
伝
え
た
。

か
わ
っ
て
急
速
に
関
心
を
集
め
て
い
た
の
は
、
カ
ー
バ
イ
ド
か
ら

作
ら
れ
る
窒
素
肥
料
で
あ
っ
た
。
寺
野
寛
二
は

一
九
〇
六
年

に
、

「欧
米
諸
国
に
於
て
は
空
気
中
の
窒
素
を
有
用
な
る
化
合
物
に
変
じ

て
之
を
利
用
せ
ん
と
試
み
つ
ゝ
あ
る
は
既
に
読
者
諸
君
の
熟
知
せ
ら

る
ゝ
所
」
と
、
す
で
に
工
業
化
学
会
で
窒
素
肥
料

へ
の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
書
い
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、
フ
ラ
ン
ク
と
カ

ロ
ー
に
よ
る
石
灰
窒
素
の
製
造
方
法
を
紹
介
し
、
そ
れ
が
肥
料
と
し

て
効
果
が
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
硫
安
の
製
造
も
可
能
で
あ
る
こ
と
を

説
明
し
た
。

一
八
九
六
年
に
帝
国
大
学
工
学
部
電
気
工
学
科
を
卒
業
し
、　
一
九

〇
二
年
の
三
居
沢
で
の
カ
ー
バ
イ
ド
製
造
以
来
、
つ
ね
に
カ
ー
バ
イ

ド
を
持
ち
歩
い
た
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
に
カ
ー
バ
イ
ド
研
究
に
入
れ
込

ん
で
い
た
野
喫
が
、
化
学
界
と
工
業
界
と
の
連
携
の
た
め
に
設
立
さ

れ
た
工
業
化
学
会
で
の
こ
う
し
た
動
き
に
無
知
で
あ

っ
た
と
は
思
え

な
い
。
水
俣
工
場
に
電
力
を
供
給
す
る
曾
本
発
電
所
の
建
設
が
は
じ

ま
る
の
は

一
九
〇
七
年

一
月
で
あ
る
。
曾
木
発
電
所
建
設
か
ら
水
俣

工
場
建
設
に
い
た
る
過
程
は
、
た
ん
に
カ
ー
バ
イ
ド
製
造
の
た
め
で

は
な
く
、
カ
ー
バ
イ
ド
か
ら
さ
ら
に
す
す
ん
で
石
灰
窒
素
製
造
を
め

ざ
し
て
進
め
ら
れ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
る

（図
１
）。

水
俣
工
場
で
カ
ー
バ
イ
ド
の
生
産
が
開
始
さ
れ
る
前
の
一
九
〇
八

年
二
月
に
、
野
口
は
渡
欧
し
て
フ
ラ
ン
ク

ｏ
カ
ロ
ー
法
石
灰
窒
素
製

造
の
特
許
を
取
得
し
た
。
野
口
ら
の
帰
国
後
の
同
年

一
一
月
に
曾
木



図 1 石灰窒素および酢酸の製造経路
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図2「味の素」の生産と輸出
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電
気
は
日
本
窒
素
肥
料
株
式
会
社
と
改
称
し
た
う
え
で
、
日
本
で
最

初
に
石
灰
窒
素
肥
料
の
製
造
を

一
九
〇
九
年
に
開
始
し
た
。
当
初
の

ト
ラ
ブ
ル
を
克
服
し
て

一
二
年
に
は
生
産
が
軌
道
に
の
っ
た
。

「味
の
素
」
も
石
灰
窒
素
も
輸
入
代
替
と
し
て
日
本
で
生
産
が
は

じ
ま

っ
た
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
欧
米
製
品
と
の
競
合
で
は

な
く
、
需
要
開
拓
の
方
に
当
初
は
苦
労
す
る
。
「味
の
素
」
を
生
産

す
る
鈴
木
商
店

（の
ち
の
味
の
素
株
式
会
社
）
は
料
理
屋
や
蒲
鉾
屋

出所 :味の素株式会社社史編集室編『味の素株式会社社史

lJ(味の素株式会社、1971年 )148、 270、 401頁

図 3 日本窒素肥料の石灰窒素と変成硫安の生産

(ト ン)
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出所 :飯島孝・岡本達明「水俣病原因工場の産業史・技術史

(lL(『 岐阜経済大学論集』27巻 1号、1993年 )35～ 70頁
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へ
の
販
売
活
動
の
ほ
か
新
聞
広
告
を
大
々
的
に
利
用
し
た
。
川
崎
工

場
を

一
九

一
四
年
に
建
設
し
た
あ
と
、
第

一
次
世
界
大
戦
後
か
ら
生

産
は
拡
大
す
る

（図
２
）。
石
灰
窒
素
は
、
施
肥
方
法
の
不
慣
れ
か

ら
最
初
は
農
家
に
敬
遠
さ
れ
、
ア
ン
モ
ニ
ア
を
経
由
し
て
作
ら
れ
る

変
成
硫
安
と
し
て
販
路
を
確
保
し
た
。
熊
本
県
八
代
郡
に
建
設
し
た

鏡
工
場
が

一
四
年
に
石
灰
窒
素
の
製
造
を
開
始
し
た
の
ち
、　
一
五
年

に
は
水
俣
に
大
規
模
な
新
工
場
が
建
設
さ
れ
、
急
激
に
生
産
が
増
加

し
た

（図
３
）。

合
成
染
料
、
ソ
ル
ベ
ー
法
ソ
ー
ダ
、
塩
素
酸
カ
リ
、
リ
ン
な
ど
多

く
の
化
学
工
業
品
は
第

一
次
大
戦
中
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
と
く
に
ド
イ

ツ
か
ら
の
輸
入
が
途
絶
し
た
の
を
契
機
と
し
て
日
本
で
生
産
を
開

始
、
な
い
し
は
拡
大
し
、
戦
後
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
輸
入
が
回
復

す
る
と
と
も
に
苦
境
に
お
ち
い
っ
た
。
そ
の
な
か
に
あ
っ
て

「味
の

素
」
は
第

一
次
世
界
大
戦
の
影
響
を
あ
ま
り
受
け
な
か
っ
た
。
そ
の

か
わ
り

「味
の
素
」
は
、
副
生
す
る
澱
粉
の
販
路
を
開
拓
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。　
一
一
年
に
鐘
淵
紡
績
の
織
布
工
程
の
糊
と
し
て

試
用
さ
れ
た

「味
の
素
澱
粉
」
は
、　
一
七
年
に
は
四
大
兼
営
織
布

メ
ー
カ
ー
に
納
入
さ
れ
た
。
さ
ら
に
第

一
次
世
界
大
戦
後
に
は
全
国

の
織
布
工
場
で
利
用
さ
れ
、
「味
の
素
澱
粉
」
の
販
売
は

「味
の
素
」

の
製
造
コ
ス
ト
を
お
さ
え
る
た
め
の
重
要
な
手
段
と
な
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
三
〇
年
頃
に
な
る
と

「味
の
素
」
の
増
産
に
対
し
不
況
下

の
繊
維
産
業
で
の
需
要
が
の
び
ず
、
澱
粉
の
販
路
開
拓
が
困
難
に
な

（‐６
）

２
つ

。

石
灰
窒
素
は

「味
の
素
」
と
は
逆
に
、
た
ん
な
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か

ら
の
輸
入
再
開
に
と
ど
ま
ら
な
い
合
成
硫
安
の
登
場
に
直
面
す
る
。

第

一
次
世
界
大
戦
寸
前
に
ド
イ
ツ
で
製
造
が
開
始
さ
れ
た
合
成
硫
安

は
、
戦
後
、
日
本
に
流
入
し
た
。
合
成
ア
ン
モ
ニ
ア
か
ら
作
ら
れ
る

合
成
硫
安
は
、
石
灰
窒
素
を
経
由
し
て
作
ら
れ
る
変
成
硫
安
よ
り
安

価
で
あ

っ
た
。
日
本
で
も
日
本
窒
素
肥
料
が
二
三
年
に
延
岡
工
場
で

み
ず
か
ら
合
成
硫
安
の
生
産
を
開
始
し
た
の
に
つ
づ
き
、
各
社
が
合

成
硫
安
に
参
入
し
た
。
生
産

コ
ス
ト
の
安
い
合
成
硫
安

の
登
場
に

よ
っ
て
、
石
灰
窒
素
は
変
成
硫
安
と
し
て
の
販
路
を
ふ
さ
が
れ
る
。

こ
う
し
た
困
難
の
打
開
策
と
し
て
、
ふ
た
つ
の
事
業
は
三
〇
年
代

に
お
お
き
な
変
化
を
み
せ
る
。

一
一　
経
済
圏
拡
大
に
と
も
な
う
経
営
多
角
化

―
―

一
九
二
〇
年
代
の
新
製
品
―
―

日
本
窒
素
肥
料
は
延
岡
に
つ
づ
き
、　
一
九
二
七
年
に
水
俣
で
も
合

成
硫
安
の
製
造
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
安
価
な
電
力
を
求
め
て
朝

鮮
に
進
出
し
て
朝
鮮
窒
素
肥
料
株
式
会
社
を
設
立
し
た
。
朝
鮮
窒
素



肥
料
興
南
工
場
が
稼
働
す
る
の
は
三
〇
年
で
あ
る
。
水
俣
工
場
は
石

灰
窒
素
の
生
産
を
中
止
す
る
。
他
の
石
灰
窒
素
メ
ー
カ
ー
の
多
く

が
、
石
灰
窒
素
に
製
品
を
も
ど
し
た
の
に
対
し
て
、
日
本
窒
素
肥
料

は
カ
ー
バ
イ
ド
利
用
の
方
法
と
し
て
、
ア
セ
チ
レ
ン
か
ら
ア
セ
ト
ア

ル
デ
ヒ
ド
を
経
由
し
た
合
成
酢
酸
の
製
造
を
水
俣
工
場
で
三
二
年
に

開
始
す
る

（図
１
）。

第

一
次
世
界
大
戦
中
に
ド
イ
ツ
で
開
発
さ
れ
た
合
成
酢
酸
に
つ
い

て
、
日
本
で
も
二
〇
年
頃
に
は
工
業
化
の
検
討
が
開
始
さ
れ
て
い

た
。
当
時
、
合
成
酢
酸
の
経
済
的
可
能
性
に
つ
い
て
意
見
が
三
分
し

て
い
た
。
庄
司
務
は
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
お
よ
び
酢
酸
の
合
成
実
験

を
し
た
う
え
で
、
「新
合
成
法
は
特
殊
の
事
情

（例

へ
ば
戦
時
爆
薬
の

製
造
に
多
量
に
ア
セ
ト
ン
の
使
用
せ
ら
る
ゝ
如
き
）
の
下
に
は
其
成
功

容
易
な
る
可
き
も
従
来
の
方
法
を
排
し
て
工
業
的
優
勝
の
位
置
に
立

つ
事
は
可
な
り
困
難
な
る
可
し
と
考

へ
ら
る
」
と
、
合
成
酢
酸
に
つ

い
て
悲
観
的
に
と
ら
え
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
東
京
工
業
試
験
所
の

越
智
圭

一
郎
ら
は
、
「酷
酸
又
は
酒
精
を
製
造
す
る
と
せ
ば
理
論
上

現
在
の
価
格
の
約
七
分
の

一
に
て
足
る
計
算
と
な
る
」
と
合
成
酢
酸

の
有
利
を
説
い
て
い
る
。

合
成
酢
酸
の
経
済
性
に
関
す
る
判
断
の
相
違
は
、
ア
セ
ト
ア
ル
デ

ヒ
ド
合
成
工
程
で
用
い
ら
れ
る
水
銀
触
媒
の
劣
化
に
か
か
わ
っ
て
生

じ
て
い
た
。
の
ち
に
、
こ
の
水
銀
が
水
俣
病
の
原
因
と
な
る
。
触
媒

と
し
て
の
水
銀
塩
は
反
応
の
進
行
と
と
も
に
劣
化
し
て
金
属
水
銀
と

な
る
が
、　
ヘ
キ
ス
ト
社
の
米
国
特
許
は
酸
化
剤
と
し
て
硫
酸
鉄
を
添

加
す
る
こ
と
に
よ
り
水
銀
触
媒
の
劣
化
が
防
げ
る
と
し
て
い
た
。
そ

の
妥
当
性
が
、
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
製
造
工
程
で
高
価
な
水
銀
を
用

い
る
合
成
酢
酸
の
可
能
性
を
決
め
る
と
み
ら
れ
た
。

庄
司
は
硫
酸
鉄
の
効
果
を
確
認
で
き
ず
、
「特
許
は
果
し
て
有
効

な
る
や
疑
問
な
り
」
と
ま
で
書
い
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
越
智
ら
は

「酸
化
剤
の
添
加
あ
る
場
合
と
然
ら
ざ
る
場
合
と
に
於
て
は
ア
ル
デ

ヒ
ド
の
収
得
量
に
大
な
る
相
違
を
生
ず
る
」
と
、
硫
酸
鉄
の
効
果
を

確
認
し
て
い
た
。

そ
の
間
に
、
ド
イ
ツ
の
合
成
酢
酸
に
市
場
を
う
ば
わ
れ
た
ア
メ
リ

カ
の
酢
酸
石
灰
が

一
九
年
か
ら
日
本
市
場
に
流
れ
こ
み
、
第

一
次
世

界
大
戦
中
に
拡
大
し
た
日
本
の
木
酢
業
者
を
圧
迫
し
て
い
た
。
木
酢

メ
ー
カ
ー
四
社
に
よ
っ
て
二
七
年
に
設
立
さ
れ
た
日
本
合
成
化
学
工

業
株
式
会
社

（当
初
は
日
本
合
成
化
学
研
究
所
）
は
、
酸
化
剤
と
し
て

硫
酸
第
二
鉄
を
用
い
て
二
八
年
に
酢
酸
製
造
工
場
を
稼
働
さ
せ
る
。

日
本
合
成
化
学
工
業
の
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
製
造
装
置
は
、
反
応
器

内
に
水
銀
が
沈
積
す
る
と
そ
れ
を
除
去
す
る
た
め
に
操
業
を
停
止
し

て
反
応
液
を
入
れ
替
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
回
分
式
で
あ

っ
た
。



三
二
年
に
稼
働
し
た
日
本
窒
素
肥
料
の
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
装
置

は
、
酸
化
剤
に
二
酸
化

マ
ン
ガ
ン
を
用
い
た
連
続
式
で
あ
っ
た
。
開

発
し
た
の
は
同
社
の
橋
本
彦
七
で
あ
る
。
橋
本
は

「硫
酸
第
二
鉄
ノ

如
キ
弱
酸
化
剤

ニ
ア
リ
テ
ハ
水
銀
塩
ノ
還
元
ヲ
防
止
ス
ル
ニ
左
程
有

効
ナ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ナ
嘘

」
と
し
て
ヽ
庄
司
と
同
様
に
硫
酸
鉄
の
効
果

は
小
さ
い
と
み
て
、
酸
化
剤
に
二
酸
化

マ
ン
ガ
ン
を
用
い
る
独
自
の

方
法
を
採
用
し
た
。
二
酸
化
マ
ン
ガ
ン
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
水
銀

の
析
出
が
抑
制
さ
れ
、
連
続
式
で
の
操
業
が
可
能
と
な
っ
た
と
さ
れ

樋
。
日
本
窒
素
肥
料
は
、
こ
の
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
装
置
を
つ
ぎ

つ

ぎ
と
増
設
し
て
、
先
行
し
た
日
本
合
成
化
学
工
業
を
酢
酸
生
産
量
に

お
い
て
追
い
ぬ
く
と
と
も
に
、
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
か
ら
誘
導
さ
れ

る
他
の
有
機
合
成
化
学
の
分
野
に
も
進
出
し
て
い
っ
た
。

「味
の
素
」
の
副
産
物
で
あ
る
澱
粉
の
販
路
が
限
界
に
達
し
た
鈴

木
商
店

（三
〇
年
に
味
の
素
株
式
会
社
鈴
木
商
店
に
改
称
）
は
、
原
料

と
し
て
安
価
な
大
豆
粕
を
も
ち
い
る
こ
と
に
す
る
。
満
州
の
重
要
農

産
物
で
あ
る
大
豆
は
、
当
時
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

ヘ
の
輸
出
が
減
退
し
て

不
況
下
に
あ

っ
た
。
し
か
も
、
合
成
硫
安
の
普
及
に
よ
り
大
豆
粕
は

肥
料
と
し
て
の
需
要
を
減
少
さ
せ
て
い
た
。

大
豆
粕
は
安
価
だ
が
タ
ン
パ
ク
質
以
外
の
成
分
が
多
く
含
ま
れ

る
。
大
豆
粕
を
用
い
る
と
き
、
小
麦
粉
よ
り
複
雑
な
処
理
が
必
要
で

あ
っ
た
。
三

一
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
本
格
研
究
を
経
て
、
鈴
木
商
店

は
三
四
年
か
ら
原
料
に
大
豆
粕
を
使
用
し
は
じ
め
た
。
大
豆
粕
利
用

と
と
も
に
、
「味
の
素
」
の
生
産
は
三
四
年
頃
か
ら
増
加
の
勢
い
を

ま
し
て
い
る

（図
２
）。

大
豆
粕
利
用
の
成
功
が
、
鈴
木
商
店
を
新
し
い
分
野
に
進
出
さ
せ

る
こ
と
に
な

っ
た
。
大
豆
粕
の
タ
ン
パ
ク
質
に
は
小
麦
グ
ル
テ
ン
の

三
分
の
二
し
か
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
が
含
ま
れ
な
い
た
め
、
大
量
の
大
豆

蛋
自
分
離
液
が
生
じ
樋
。
こ
の
分
離
液
を
発
酵
さ
せ
て
ア
ル
コ
ー
ル

を
製
造
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
昭
和
酒
造

（の
ち
に
昭
和
農
産
化

工
に
改
称
し
、
戦
後
は
、
三
楽
酒
造
、
三
楽
オ
ー
シ
ャ
ン
を
経
て
現
在
の

メ
ル
シ
ャ
ン
と
な
る
）
が
三
四
年
に
設
立
さ
れ
た
。
「味
の
素
」
と
発

酵
法
と
の
つ
な
が
り
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
。

味
の
素
工
場
と
パ
イ
プ
で
つ
な
が
れ
た
昭
和
酒
造
の
ア
ル
コ
ー
ル

エ
場
は
、
二
五
年
に
無
水
ア
ル
コ
ー
ル
年
産
約
千
二
〇
〇
キ
ロ
リ
ッ

ト
ル
で
操
業
を
開
始
し
た
。
さ
ら
に
三
六
年
に
は
年
産
四
千
五
〇
〇

キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
ヘ
と
拡
張
さ
れ
て
、
「空
前
の
大
工
場
」
と
な
る
。

昭
和
酒
造
は
三
七
年
に
合
成
清
酒

「三
楽
」
を
発
売
し
て
い
る
。

し
か
し
、
当
初
か
ら
の
大
規
模
な
無
水
ア
ル
コ
ー
ル
製
造
は
、
ガ
ソ

リ
ン
混
入
用
ア
ル
コ
ー
ル
の
需
要
増
大
を
期
待
し
て
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
二
五
年
七
月
の
燃
料
協
会
で
の
講
演
に
お
い
て
昭
和
酒
造
の
花



図 4 アルコールの生産 と台湾からの移入

(キ ロリットル)
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出所 :加藤排二郎編『日本のアルコールの歴史』(協和

醗酵株式会社、1974年)170頁、および通商産業省化

学工業局編『アルコール専売三十年史』(醗酵協会、
1969年 )

田
文
蔵
は
、
「
ア
ル
コ
ー
ル
の
燃
料
化
に
依
り
ま
し
て
ガ
ソ
リ
ン
消

費
量
の
あ
る
程
度
の
量
を
補
給
す
る
こ
と
が

一
番
手
近
な
燃
料
対
策

で
あ
る
、
而
も
澱
粉
国
で
あ
る
我
国
で
は
そ
の
原
料
資
源
に
は
決
し

て
こ
と
を
欠
く
も
の
で
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

三
八
年
、
ア
ル
コ
ー
ル
専
売
法
施
行
に
よ
リ
ガ
ソ
リ
ン
ヘ
の
ア
ル

コ
ー
ル
混
入
が
強
制
さ
れ
た
。
ア
ル
コ
ー
ル
混
入
は
、
最
初
、
全
ガ

ソ
リ
ン
の
約
二
五
％
に
対
し
無
水
ア
ル
コ
ー
ル
を
五
％
混
入
す
る
と

こ
ろ
か
ら
は
じ
ま
り
、
段
階
的
に
混
入
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
て
、
四

一
年
九
月
に
は
す
べ
て
の
ガ
ソ
リ
ン
ヘ
の
二
〇
％
混
入
が
実
施
さ
れ

（２９
）

る
。
同
時
に
、
そ
れ
ま
で
台
湾
か
ら
の
移
入
に
圧
倒
さ
れ
て
い
た
国

内
の
ア
ル
コ
ー
ル
生
産
は
ま
さ
に
劇
的
に
増
加
し
た

（図
４
）。
な

か
で
も
専
売
法
の
特
許
工
場
と
な
っ
た
昭
和
酒
造
は
、
無
水
ア
ル

コ
ー
ル
エ
場
と
し
て
他
社
を
圧
倒
し
た
。

大
豆
蛋
自
分
離
液
の
利
用
の
た
め
に
設
立
さ
れ
た
昭
和
酒
造
で

あ

っ
た
が
、
鈴
木
商
店
で
三
六
年
に
分
離
液
か
ら
含
糖
ア
ミ
ノ
酸
液

を
製
造
す
る
技
術
が
開
発
さ
れ
て
、
醤
油
の
造
石
用
に
広
く
用
い
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
三
七
年
以
降
は
他
の
ア
ル
コ
ー
ル
・
メ
ー

カ
ー
と
同
様
に
原
料
と
し
て
お
も
に
甘
藷
を
用
い
て
い
た
。
三
九
年

に
は
、
甘
藷
産
地
で
あ
る
熊
本
に
八
代
工
場
を
稼
働
さ
せ
て
い
る
。

日
本
窒
素
肥
料
も
大
豆
粕
か
ら
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
ソ
ー
ダ
の
製
造
を

試
み
た
。
日
本
窒
素
肥
料
は
、
旭
ベ
ン
ベ
ル
グ
絹
糸
延
岡
工
場

（の

ち
の
旭
化
成
株
式
会
社
）
で
実
験
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、　
一
九
二

五
年
に
は
満
州
産
大
豆
を
原
料
と
し
て
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
ソ
ー
ダ
を
大

規
模
生
産
す
る
た
め
に
、
大
豆
化
学
工
業
株
式
会
社
を
朝
鮮
に
設
立

し
て
い
る
。
し
か
し
、
大
豆
か
ら
の
製
造
は
成
功
し
な
か
っ
た
。
延

岡
工
場
は
小
麦
粉
を
原
料
と
す
る
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
ソ
ー
ダ

「旭
味
」

を
生
産
す
る
が
、
大
豆
化
学
工
業
は
三
六
年
に
朝
鮮
窒
素
肥
料
に
合

生 産

移入



併
さ
れ
た
の
ち
、
さ
ら
に
三
七
年
に
日
本
窒
素
肥
料
に
合
併
さ
れ

て
、
同
社
大
宮
工
場
と
し
て
石
灰
窒
素
お
よ
び
有
機
合
成
化
学
工
場

（３‐
）

と
な

る
。〓

一　

資
源
制
約
下

で
の
開
発

と
そ

の
限
界

日
中
戦
争
の
開
戦
と
と
も
に
自
動
車
燃
料
よ
り
も
航
空
機
燃
料
の

確
保
が
重
要
課
題
と
な
っ
た
。
し
か
も
高
性
能
化
す
る
航
空
機

エ
ン

ジ
ン
は
、
高
オ
ク
タ
ン
価
燃
料
を
要
求
し
て
い
た
。
高
オ
ク
タ
ン
価

航
空
機
燃
料
は
通
常
の
航
空
機
燃
料
に
イ
ソ
オ
ク
タ
ン
を
混
合
さ
せ

て
作
ら
れ
た
。
従
来
、
イ
ソ
オ
ク
タ
ン
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
輸
入
に

依
存
し
て
い
た
。

海
軍
は

一
九
二
八
年
、
日
本
揮
発
油
株
式
会
社
に
Ｕ
Ｏ
Ｐ
社
の
イ

ソ
オ
ク
タ
ン
製
造
法
に
関
す
る
特
許
を
買
収
さ
せ
た
。
Ｕ
Ｏ
Ｐ
法

は
、
製
油
所
で
得
ら
れ
る
石
油
ガ
ス
中
の
ブ
タ
ン
、
ブ
チ
レ
ン
を
重

合
さ
せ
て
イ
ソ
オ
ク
テ
ン
と
し
た
の
ち
、
こ
れ
を
水
素
添
加
し
て
イ

ソ
オ
ク
タ
ン
を
合
成
す
る
方
法
で
あ
る
。
二
九
年
に
三
菱
石
油
や
日

本
石
油
で
Ｕ
Ｏ
Ｐ
法
が
稼
働
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
と
は

違
い
日
本
の
製
油
所
で
得
ら
れ
る
石
油
ガ
ス
か
ら
は
充
分
な
量
の
イ

ソ
オ
ク
タ
ン
を
製
造
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

Ｕ
Ｏ
Ｐ
特
許
の
刺
激
を
受
け
て
、
海
軍
燃
料
廠
の
江
口
孝
は
三
八

年
に
ブ
タ
ノ
ー
ル
か
ら
イ
ソ
オ
ク
テ
ン
を
経
由
し
て
イ
ソ
オ
ク
タ
ン

の
製
造
に
成
功
す
る

（図
５
）。
ブ
タ
ノ
ー
ル
な
ら
日
本
で
も
増
産

で
き
る
可
能
性
が
あ

っ
た
。
ひ
と
つ
は
ア
セ
チ
レ
ン
か
ら
ア
セ
ト
ア

ル
デ
ヒ
ド
を
経
由
し
て
生
産
す
る
合
成
法

（図
６
）
で
あ
り
、
も
う

ひ
と
つ
は
ア
ル
コ
ー
ル
と
同
様
に
甘
藷
や
馬
鈴
薯
を
原
料
と
す
る
発

酵
法
で
あ
る
。

三
八
年
、
海
軍
は
日
本
窒
素
肥
料
に
イ
ソ
オ
ク
タ
ン
の
合
成
を
要

請
し
た
。
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
ソ
ー
ダ
の
製
造
に
失
敗
し
た
大
豆
化
学
工

業
は
日
本
窒
素
肥
料
本
宮
工
場
と
な
り
、
ア
セ
チ
レ
ン
を
原
料
と
し

て
ブ
タ
ノ
ー
ル
を
合
成
し
て
い
た
。
三
八
年
の
う
ち
に
年
産
三
万
キ

ロ
リ
ッ
ト
ル
の

「有
機
合
成
工
業
と
し
て
は
空
前
の
大
工
場
」
の
建

設
が
決
定
さ
れ
た
。
本
宮
工
場
で
の
中
間
試
験
と
並
行
し
て
、
イ
ソ

オ
ク
タ
ン
製
造
の
た
め
の
龍
興
工
場
の
建
設
が
、
本
宮
工
場
に
隣
接

し
て
ま
っ
た
く
の
極
秘
裏
に
す
す
め
ら
れ
た
。

そ
の
間
に
国
内
で
も
ブ
タ
ノ
ー
ル
お
よ
び
イ
ソ
オ
ク
タ
ン
の
製
造

が
試
み
ら
れ
た
。
四

一
年
五
月
に
は
、
第
二
次
日
満
支
産
業
五
ヶ
年

計
画
の

一
環
と
し
て
、
ブ
タ
ノ
ー
ル
三
二

・
五
万
ト
ン
、
イ
ソ
オ
ク

タ
ン

一
二

・
五
万
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
の
生
産
目
標
が
か
か
げ
ら
れ
た
。

岩
手
県
大
船
渡
港
沿
岸
や
鹿
児
島
県
屋
久
島
な
ど
に
水
力
発
電
を
開

発
し
、
ブ
タ
ノ
ー
ル
お
よ
び
イ
ソ
オ
ク
タ
ン
を
中
心
と
す
る

一
大
総



図 5 イソオクタン合成経路

燐酸触媒     燐酸触媒
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OH                         I

Y
2-エ チルヘキサノール

(オクタノール)

CH3CH29HCH20H
C4H0

合
化
学
工
場
を
設
け
る
計
画
で
あ
り
、
実
際
に
そ
の
調
査
も
お
こ
な

わ
れ
た
。
太
平
洋
戦
争
開
戦
後
、
南
方
の
砂
糖
資
源
を
入
手
す
る

と
、
発
酵
法
に
よ
る
プ
タ
ノ
ー
ル
製
造
も
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
四
二
年
九
月
に
は
、
四
八
年
を
目
標
と
す
る
七
ヶ
年
計
画
と
し

て
、
合
成
ブ
タ
ノ
ー
ル
二

一
。
一
万
ト
ン
、
醸
酵
ブ
タ
ノ
ー
ル

一

六

・
七
万
ト
ン
の
生
産
目
標
が
掲
げ
ら
れ
た
。

日
本
窒
素
肥
料
龍
興
工
場
は
四

一
年

一
二
月
に
ブ
タ
ノ
ー
ル
、
四

二
年
五
月
に
は
イ
ソ
オ
ク
タ
ン
の
生
産
に
成
功
し
て
い
る
。　
一
九
四

四
年
に
は
イ
ソ
オ
ク
タ
ン
八
千
六
〇
〇
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
が
生
産
さ

れ
、
製
品
は
全
量
海
軍
に
納
入
さ
れ
た
。
し
か
し
本
格
生
産
を
し
た

の
は
龍
興
工
場
だ
け
で
あ
り
、
合
成
法
ブ
タ
ノ
ー
ル
の
大
増
産
は
国

内
で
は
ま

っ
た
く
実
現
し
な
か
っ
た

（表
１
）。
原
因
と
し
て
全
般

的
な
資
材
不
足
も
あ

っ
た
が
、
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
製
造
工
程
で
触

媒
と
し
て
用
い
ら
れ
る
水
銀
の
欠
乏
の
た
め
、
い
ず
れ
に
し
て
も
計

画
は
実
現
不
可
能
で
あ

っ
た
。

龍
興
工
場
で
は
イ
ソ
オ
ク
タ
ン
一
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
に
つ
い
て
、
三

キ
ロ
グ
ラ
ム
の
水
銀
を
用
い
て
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
ニ
・
四
ト
ン
を

作
り
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る

一
。
五
ト
ン
の
ブ
タ
ノ
ー
ル
か
ら
合
成

さ
れ
て
い
た
。
合
成
ブ
タ
ノ
ー
ル
二
一
。
一
万
ト
ン
と
い
う
四
二
年

の
計
画
を
達
成
す
る
に
は
、
四
〇
〇
ト
ン
以
上
の
水
銀
を
必
要
と
す

6ア



る
計
算
に
な
る
。
水
銀
は
、
戦
前
お
も
に
イ
タ
リ
ア
か
ら
四
〇
〇
ト

ン
近
く
が
輸
入
さ
れ
て
い
た
が
、
戦
中
そ
の
輸
入
は
ほ
と
ん
ど
途
絶

え
て
い
た
。
三
九
年
か
ら
北
海
道
の
イ
ト
ム
カ
で
水
銀
が
増
産
さ
れ

た
が
、
そ
れ
で
も
内
地
で
の
生
産
量
は

一
九
四
四
年
の
二
三
二

・
七

ト
ン
が
最
高
で
あ
っ
た
。
陸
軍
燃
料
廠
研
究
部
課
長

（陸
軍
航
空
大

佐
）
の
遠
藤
永
次
郎
は
四
三
年
に
、
合
成
法
の

「最
大
欠
点
は
水
銀

触
媒
を
使
用
す
る
こ
と
で
之
で
は
問
題
に
な
ら
な
い
の
で
あ
る
」
と

述
べ
て
い
る
。

そ
こ
で
期
待
さ
れ
た
の
は
、
水
銀
を
用
い
な
い
発
酵
法
ブ
タ
ノ
ー

ル
で
あ

っ
た
。
緊
急
増
産
が
求
め
ら
れ
た
四
三
年
末
に
は
、　
一
年
以

内
の
完
成
を
目
標
と
し
て
合
成
法
ブ
タ
ノ
ー
ル
一
。
二
万
ト
ン
、
醸

酵
法
ブ
タ
ノ
ー
ル
一
〇
万
ト
ン
と
い
う
発
酵
法
中
心
の
計
画
に
変
更

さ
れ
た
。

発
酵
法
ブ
タ
ノ
ー
ル
の
生
産
を
担

っ
た
の
は
ア
ル
コ
ー
ル

・
メ
ー

カ
ー
で
あ
る
。
ブ
タ
ノ
ー
ル
は
甘
藷
や
馬
鈴
薯
、
砂
糖
を
原
料
と
し

て
、
ア
ル
コ
ー
ル
生
産
菌
の
か
わ
り
に
ブ
タ
ノ
ー
ル
生
産
菌
を
用
い

れ
ば
、
ア
ル
コ
ー
ル
製
造
と
同
様
の
技
術
で
生
産
で
き
た
。
宝
酒

造
、
合
同
酒
精
、
大
日
本
酒
類
醸
造
の
三
社
に
よ
っ
て
三
六
年
に
結

成
さ
れ
た
協
和
会
は
、
二
九
年
六
月
に
ブ
タ
ノ
ー
ル
か
ら
イ
ソ
オ
ク

タ
ン
を
合
成
す
る
研
究
を
陸
軍
に
要
請
さ
れ
、
四
〇
年
に
協
和
化
学

研
究
所
を
開
設
す
る
。
四

一
年
に
は
合
同
酒
精
旭
川
工
場
に
年
二
千

五
〇
〇
ト
ン
の
ブ
タ
ノ
ー
ル
エ
場
が
完
成
し
た
。
さ
ら
に
設
備
を
増

強
す
る
の
と
平
行
し
て
、
イ
ソ
オ
ク
タ
ン
エ
場
も
四
二
年
に
年
産
二

千
四
〇
〇
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン
ト
と
し
て
試
運
転

を
開
始
し
た
。
四
三
年
四
月
の
本
格
操
業
か
ら

一
年
間
の
生
産
量
は

千
三
二
〇
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
四
四
年
四
月
か
ら
は

順
調
に
操
業
し
た
と
い
う
。

昭
和
酒
造

（四
一
年

一
一
月
に
昭
和
農
産
化
工
株
式
会
社
に
改
称
）

表 | プタノールの生産

(ト ン)

台湾

合成  醸酵 龍興工場 他

4

120

9    490

25  1,650

12  3,390

6,127

2,122

944

,

,

13,387

(5.000)

注 :台湾の値は燃料関係に用いられた量の推計。

出所 :日 本新興溶剤史編纂委員会編『新興溶剤史J(酷
友会、1954年 )425頁、および大島幹義「研究を工業

化する技術――イソオクタン合成工業の開発とその

工学的検討を中心として一―J(『野研時報』 6号別

冊、1958年 )50頁。



は
四

一
年
に
八
代
工
場
で
ブ
タ
ノ
ー
ル
の
生
産
を
開
始
し
、
四
三
年

に
は
年
産
二
万
ト
ン
と
い
う

「画
期
的
な
規
模
」
の
第
二
工
場
を
完

成
さ
せ
た
。
同
社
は
さ
ら
に
、
イ
ソ
オ
ク
タ
ン
の
合
成
も
企
業
化
し

よ
う
と
し
て
八
代
工
場
の
隣
地
を
購
入
し
て
い
る
。
鈴
木
商
店

（四

三
年
五
月
に
大
日
本
化
学
工
業
株
式
会
社
に
改
称
）
も
四
三
年
に
ブ
タ

ノ
ー
ル
年
産
六
千
五
〇
〇
ト
ン
の
佐
賀
工
場

（の
ち
の
味
の
素
九
州

工
場
）
の
建
設
を
開
始
し
、
四
四
年
五
月
に
は
ほ
ぼ
完
成
さ
せ
た
。

も
う

一
カ
所

「画
期
的
な
工
場
」
が
山
口
県
防
府

に
建
設
さ
れ

た
。
四
二
年
、
年
産
二
万
ト
ン
の
本
格
的
な
ブ
タ
ノ
ー
ル
エ
場
の
建

設
を
陸
軍
か
ら
要
請
さ
れ
た
協
和
会
メ
ン
バ
ー
三
社
は
、
ブ
タ
ノ
ー

ル
事
業

へ
の
参
入
を
計
画
し
て
い
た
東
洋
紡
績
株
式
会
社
ら
と
共
同

で
、
東
亜
化
学
工
業
株
式
会
社
を
四
三
年
二
月
に
設
立
し
た
。
の
ち

の
協
和
発
酵
株
式
会
社
で
あ
る
。
東
洋
紡
績
が
計
画
し
て
い
た
防
府

で
ブ
タ
ノ
ー
ル
お
よ
び
イ
ソ
オ
ク
タ
ン
を
製
造
す
る
工
場
の
建
設
が

開
始
さ
れ
、
四
四
年
五
月
に
は
第

一
期
分
の
ブ
タ
ノ
ー
ル
一
万
ト
ン

設
備
が
完
成
し
て
い
る
。　
　
　
　
・

し
か
し
醸
酵
法
ブ
タ
ノ
ー
ル
も
、
ほ
と
ん
ど
が
イ
ソ
オ
ク
タ
ン
合

成
に
つ
な
が
ら
な
い
ま
ま
、
四
四
年
八
月
に
ア
ル
コ
ー
ル
エ
場

へ
と

再
転
換
さ
れ
、
戦
中
の
発
酵
法
ブ
タ
ノ
ー
ル
製
造
実
績
は
最
大
で
も

年
間
六
千
ト
ン
と
計
画
を
お
お
き
く
下
回
っ
た
ま
ま
終
わ
っ
た

（表

１
）。
再
転
換
の
理
由
は
、
イ
ソ
オ
ク
タ
ン
を
混
合
す
べ
き
ガ
ソ
リ

ン
の
入
手
が
困
難
と
な
り
、
無
水
ア
ル
コ
ー
ル
を
そ
の
ま
ま
航
空
機

燃
料
と
し
て
使
用
す
る
方
針

へ
と
転
換
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の

た
め
再
度
、
ア
ル
コ
ー
ル
生
産
が
急
増
す
る

（図
４
）。

し
か
し
、
発
酵
法
ブ
タ
ノ
ー
ル
の
増
産
が
す
す
ん
だ
と
し
て
も
、

合
成
法
ブ
タ
ノ
ー
ル
と
同
様
、
イ
ソ
オ
ク
タ
ン
合
成
計
画
を
達
成
す

る
こ
と
は
不
可
能
で
あ

っ
た
。
四
三
年
五
月
二
八
日
の
酒
精
協
会
講

演
会
で
、
日
本
窒
素
肥
料
の
田
代
二
郎
が
お
こ
な
っ
た
次
の
発
言

は
、
戦
時
中
と
し
て
は
か
な
り
大
胆
に
ブ
タ
ノ
ー
ル
計
画
を
批
判
し

て
い
る
。

「最
近
ブ
タ
ノ
ー
ル
／
ブ
タ
ノ
ー
ル
／
と
ブ
タ
ノ
ー
ル
が
大
変
な

持
て
方
…
…
。
し
か
し
唯
其
の
計
画
を
伺

っ
て
お
り
ま
す
と
、
時
々

何
か
割
り
切
れ
な
い
や
う
な
も
の
を
感
ず
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。

…
…
ブ
タ
ノ
ー
ル
が
出
来
れ
ば
我
が
事
終
れ
り
。
直
ぐ
に
○
○
○
○

○
○
と
い
つ
た
も
の
が
出
来
て
飛
行
機
が
飛
ぶ
も
の
と
い
う
風
に
御

考
え
に
な
つ
て
居
る
の
ぢ
や
な
い
か
と
い
ふ
感
じ
が
致
し
ま
す
」
。

伏
字
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
イ
ソ
オ
ク
タ
ン
の
こ
と
で
あ
る
。

発
酵
法
ブ
タ
ノ
ー
ル
に
水
銀
触
媒
は
要
ら
な
い
が
、
イ
ソ
オ
ク
タ

ン
合
成
に
は
燐
酸
触
媒
が
必
要
で
あ
る

（図
こ

。
イ
ソ
オ
ク
タ
ン

合
成
に
成
功
し
た
日
本
窒
素
肥
料
龍
興
工
場
で
も
燐
酸
触
媒
の
劣
化



に
悩
ま
さ
れ
、
四
四
年
の
燐
酸
の
使
用
量
は
三
二
〇
ト
ン
に
達
し
た

と
み
ら
れ
る
。
そ
の
燐
酸
が
国
内
で
は
決
定
的
に
不
足
し
て
い
た
。

戦
前
の
燐
酸
の
生
産
は
月
産
五
〇
～
六
〇
ト
ン
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

陸
海
軍
は
四
二
年
、
航
空
機
燃
料
製
造
用
触
媒
と
し
て
重
要
薬
品
と

な

っ
た
燐
酸
の
増
産
を
燐
工
業
各
社
に
命
令
す
る
。
し
か
し
、
四
三

年
の
生
産
量
は
月

一
〇
〇
ト
ン
程
度
に
し
か
す
ぎ
な
か
っ
た
。
軍
需

省
は
四
四
年
二
月
に
月
産
千
ト
ン
を
上
回
る
膨
大
な
緊
急
増
産
命
令

を
発
し
た
が
、
燐
鉱
石
の
入
手
難
と
品
位
低
下
の
た
め
に
生
産
量
は

伸
び
ず
、
四
四
年
の
生
産
量
は
命
令
の

一
〇
％
に
も
達
し
な
か
っ

た
。
た
と
え
こ
の
燐
酸
を
す
べ
て
イ
ソ
オ
ク
タ
ン
合
成
に
用
い
た
と

し
て
も
、
イ
ソ
オ
ク
タ
ン
は
二
万
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
し
か
得
ら
れ
な
い

計
算
に
な
る
。

龍
興
工
場
の
操
業
も
決
し
て
順
調
だ

っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
イ
ソ

オ
ク
タ
ン
エ
場
で
は
四
二
、
四
三
年
に
二
度
の
大
火
災
を
起
こ
し
て

い
る
。
し
か
し
最
大
の
困
難
と
な
っ
た
の
は
、
意
外
に
も
、
水
俣
工

場
で
充
分
に
経
験
を
積
ん
だ
は
ず
の
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
エ
場
で

あ

っ
た
。

原
因
は
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
設
備
に
設
置
さ
れ
た
耐
酸
ポ
ン
プ
の

故
障
と
破
損
で
あ

っ
た
。
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
装
置

一
六
基
に
設
置

さ
れ
た

一
二
八
台
の
ポ
ン
プ
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
故
障
し
た
。
龍
興
工
場

の
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
エ
場
と
イ
ソ
オ
ク
タ
ン
エ
場
の
設
計
に
当

た
っ
た
大
島
幹
義
は

「最
も
確
実
と
見
透
さ
れ
た
工
場
が
最
後
に
は

最
悪
の
成
績
に
な
つ
て
し
ま
つ
た
こ
と
は
大
き
な
教
訓
で
あ
つ
た
」

と
い
う
。
皮
肉
に
も
こ
の
教
訓
が
五
〇
年
代
に
水
俣
病
を
発
生
さ
せ

る
原
因
に
つ
な
が
る
。

四
　
戦
中
経
験

に
も

と
づ
く
高
度
成
長

一
九
四
三
年
に
田
代
二
郎
が
ブ
タ
ノ
ー
ル
計
画
を
批
判
し
た
の
と

同
じ
酒
精
協
会
講
演
会
で
、
大
日
本
セ
ル
ロ
イ
ド
の
山
田
昌
は

「
二

〇
年
か
三
〇
年
の
後
に
は
必
ず
ア
ル
ド
ー
ル
或
は
ク
ロ
ン
ト
ン
ア
ル

デ
ヒ
ド
の
利
用
産
業
と
い
ふ
も
の
が
起
り
、
我
々
の
想
像
し
得
な
か

つ
た
や
う
な
化
学
工
業
の
隆
昌
と
云
ふ
も
の
を
期
待
す
る
次
第
で
あ

り
ま
す
」
と
戦
後

へ
の
期
待
を
述
べ
て
い
た
。

こ
の
期
待
は
山
田
の
予
想
よ
り
は
や
く
に
実
現
す
る
こ
と
に
な

る
。
戦
中
の
プ
タ
ノ
ー
ル
製
造
の
経
験
が
、
戦
後
オ
ク
タ
ノ
ー
ル
製

造

へ
と
直
結
し
た
の
で
あ
る
。
オ
ク
タ
ノ
ー
ル

（２
１
エ
チ
ル
ヘ
キ
サ

ノ
ー
ル
）
は
塩
化
ビ
ニ
ル
の
可
塑
剤
Ｄ
Ｏ
腱
の
原
料
と
し
て
、
塩
化

ビ
ニ
ル
の
増
産
と
と
も
に
需
要
が
急
増
し
た
。

ま
ず
、
発
酵
法
ブ
タ
ノ
ー
ル
を
四
八
年
に
再
開
し
た
協
和
発
酵

が
、
四
九
年
に
ブ
タ
ノ
ー
ル
か
ら
の
オ
ク
タ
ノ
ー
ル
生
産
を
開
始
し



た
。
オ
ク
タ
ノ
ー
ル
は
プ
タ
ノ
ー
ル
か
ら
ブ
チ
ル
ア
ル
デ
ヒ
ド
を
経

由
し
て
製
造
さ
れ
た
。

つ
づ
い
て
、
戦
中
に
合
成
法
で
ブ
タ
ノ
ー
ル
を
生
産
し
た
経
験
を

持
つ
新
日
本
窒
素
肥
料
株
式
会
社

（旧
日
本
窒
素
肥
料
の
第
二
会
社
と

し
て
五
〇
年
に
設
工Ｌ

は
、
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
か
ら
ブ
チ
ル
ア
ル

デ
ヒ
ド
を
経
由
し
て
オ
ク
タ
ノ
ー
ル
を
製
造
す
る
方
法
で
、
五
二
年

に
オ
ク
タ
ノ
ー
ル
の
生
産
を
開
始
し
た
。
そ
の
製
造
工
程
は
、
龍
興

工
場
で
の
イ
ソ
オ
ク
タ
ン
製
造
工
程
と
途
中
ま
で
同
じ
で
あ
る

（図

６
）。
オ
ク
タ
ノ
ー
ル
製
造
技
術
は
朝
鮮
か
ら
の
引
き
上
げ
技
術
者

に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
。

新
日
本
窒
素
肥
料
が
そ
の
後
も
増
設
を
く
り
返
し
た
の
に
対
し
、

協
和
発
酵
は
採
算
の
面
か
ら
オ
ク
タ
ノ
ー
ル
の
製
造
を
中
止
す
る
。

五
八
年
以
降
、
協
和
発
酵
は
新
日
本
窒
素
肥
料
か
ら
オ
ク
タ
ノ
ー
ル

購
入
す
る
こ
と
に
な
り
、
オ
ク
タ
ノ
ー
ル
は
新
日
本
窒
素
肥
料
の
独

占
商
品
と
な

っ
た
。

水
俣
で
の
オ
ク
タ
ノ
ー
ル
の
増
産
に
と
も
な
い
、
原
料
で
あ
る
ア

セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
設
備
も
増
強
さ
れ
た
。
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
の
生

産
能
力
は
四
九
年
か
ら
五
九
年
に
か
け
て
八
倍
に
増
強
さ
れ
て
月
産

四
千
八
〇
〇
ト
ン
と
な
”
、
「空
前
の
有
機
合
成
化
学
工
場
」
で

あ
っ
た
龍
興
工
場
の
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
生
産
能
力
の
月
産
約
四
千

五
〇
〇
ト
ン
を
上
回
る
。
そ
の
過
程
で
、
酸
化
剤
が
三
二
年
以
来
の

日
本
窒
素
肥
料
独
自
の
二
酸
化
マ
ン
ガ
ン
か
ら
、
他
社
と
同
じ
硫
酸

第
二
鉄

へ
と
五

一
年
八
月
に
変
更
さ
れ
た
。
こ
の
変
更
は
、
固
体
で

あ
る
二
酸
化

マ
ン
ガ
ン
を
使
い
耐
酸
ポ
ン
プ
の
破
損
に
悩
ま
さ
れ
た

龍
興
工
場
で
の
教
訓
を
生
か
し
て
決
定
さ
れ
た
。

こ
の
酸
化
剤
の
変
更
が
、
水
俣
病
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
も
と
も
と
新
日
本
窒
素
肥
料
水
俣
工
場
は
、
塩
素
濃
度
の
高
い

工
場
用
水
の
た
め
に
、
水
俣
病
の
原
因
物
質
と
な
る
メ
チ
ル
水
銀
を

放
出
さ
せ
や
す
い
状
況
に
あ

っ
た
。
そ
の
危
険
性
は
、
酸
化
剤
と
し

て
酸
化
作
用
の
強
い
二
酸
化
マ
ン
ガ
ン
を
使
用
し
た
こ
と
に
よ
り
意

図
し
な
い
と
こ
ろ
で
抑
制
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
抑
制
効
果
が
、
五
〇

年
代
以
前
に
は

（少
な
く
と
も
多
数
の
）
水
俣
病
が
発
生
し
な
か
っ

た
要
因
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
酸
化
剤
に
他
社
と
同
じ
硫
酸
第
二
鉄

を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
抑
制
効
果
が
な
く
な
り
、
さ
ら
に
ア
セ

ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
の
増
産
も
加
わ
っ
て
五
〇
年
代
に
水
俣
病
が
多
発
し

た
の
で
あ
る
。

新
日
本
窒
素
肥
料
水
俣
工
場
の
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
設
備
か
ら
排

出
さ
れ
た
メ
チ
ル
水
銀
を
原
因
物
質
と
す
る
水
俣
病
は
五
六
年
に
発

見
さ
れ
た
。
水
俣
病
は
す
く
な
く
と
も
五
三
年
か
ら
発
生
し
て
い

（６４
）

た
。
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水
俣
病
が
発
見
さ
れ
た
の
と
同
じ
五
六
年
の
九
月
に
、
協
和
発
酵

は
発
酵
法
に
よ
る
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
の
製
造
に
成
功
し
た
。
戦
後
ふ
た

た
び
小
麦
粉
を
原
料
と
し
て
生
産
さ
れ
て
い
た
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
は
、

小
麦
粉
か
ら
澱
粉
を
取
り
除
い
た
あ
と
、
タ
ン
パ
ク
質
を
酸
で
分
解

す
る
こ
と
に
よ
り
得
ら
れ
た
の
に
対
し
、
発
酵
法
で
は
逆
に
、
微
生

物
が
澱
粉
あ
る
い
は
糖
分
を
タ
ン
パ
ク
質
に
変
え
る
過
程
で
グ
ル
タ

ミ
ン
酸
が
作
ら
れ
た
。
そ
の

「グ
ル
タ
ミ
ン
酸
生
産
菌
」
の
発
見
に

よ
り
発
酵
法
が
開
発
さ
れ
た
。

従
来
の
植
物
性
タ
ン
パ
ク
質
を
酸
で
分
解
す
る
方
法
だ
と
、
装
置

に
特
殊
な
耐
酸
材
料
が
必
要
で
あ
り
、
し
か
も
得
ら
れ
る
グ
ル
タ
ミ

ン
酸
は
原
料
に
含
ま
れ
る
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
の
量
に
よ
っ
て
規
定
さ

れ
、
原
料
の
約
五
％
し
か
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
副
産
物
の
量
は
膨
大

で
あ
り
、
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
ソ
ー
ダ

一
ト
ン
に
対
し
、
澱
粉
が

一
一

～

一
三
ト
ン
、
ア
ミ
ノ
酸
液
か
ら
作
ら
れ
る
ア
ミ
ノ
酸
醤
油
が
九
千

～

一
万
リ
ッ
ト
ル
に
の
ぼ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
澱
粉
や
ア
ミ
ノ
酸
液

な
ど
副
産
物
を
処
理
す
る
大
規
模
な
設
備
が
必
要
な
う
え
、
副
産
物

の
販
路
が
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
発
酵

法
で
は
、
原
料
で
あ
る
澱
粉
の
二
〇
％
が
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
と
な
り
、

副
産
物
も
格
段
に
少
な
か
っ
た
。

協
和
発
酵
の
発
酵
法
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
の
生
産
は
、
戦
中
に
イ
ソ
オ

ク
タ
ン
製
造
の
た
め
に
建
設
さ
れ
た
防
府
工
場
で
五
七
年

一
月
に
開

始
さ
れ
た
。
生
産
が
開
始
さ
れ
る
ま
え
の
五
六
年

一
一
月
、
協
和
発

酵
は
味
の
素
に
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
を
供
給
す
る
契
約
を
締
結
し
た
。
味

の
素
は
半
製
品
で
あ
る
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
を
協
和
発
酵
か
ら
購
入
し
、

そ
れ
を
加
工
し
た
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
ソ
ー
ダ
を

「味
の
素
」
と
し
て
販

売
す
る
こ
と
に
な
る
。

協
和
発
酵
に
先
行
さ
れ
た
味
の
素
は
、
三
楽
酒
造

（も
と
昭
和
酒

造
が
四
九
年
に
改
称
）
と
共
同
で
発
酵
法
の
開
発
を
め
ざ
し
た
。
三

楽
酒
造
が
六
〇
年
七
月
に
八
代
工
場
で
発
酵
法
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
の
生

産
を
開
始
し
た
の
に
つ
づ
き
、
味
の
素
も
川
崎
工
場
で
六
〇
年

一
二

月
に
発
酵
法
の
操
業
を
開
始
し
た
。
味
の
素
は
六

一
年
に
協
和
発
酵

と
の
買

い
入
れ
契
約
を
解
約
し
た
う
え
で
、
戦
中
に
発
酵
法
ブ
タ

ノ
ー
ル
の
た
め
に
建
設
さ
れ
た
佐
賀
工
場
で
も
六
二
年
二
月
に
発
酵

法
を
稼
働
さ
せ
た
。

発
酵
法
採
用
前
の
五
六
年
か
ら
七
〇
年
ま
で
の
間
に
生
産
者
価
格

は
約
三
分
の

一
に
低
下
し
、
国
内
消
費
量
は

一
五
倍
に
拡
大
し
た

（図
７
）。
そ
の
間
の
六
五
年

に
味
の
素
は
創
業
以
来
の
タ
ン
パ
ク

質
分
解
法
を
中
止
し
て
い
麺
。

ま
た
発
酵
法
の
工
業
化
は
、
世
界
中
に
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
ソ
ー
ダ
の

生
産
を
分
散
さ
せ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
タ
ン
パ
ク
質
分
解
法
の
場
合

ア2



国
内
消
費

に
は
、
副
産
物
で
あ
る
ア
ミ
ノ
酸
液
か
ら
作
ら
れ
る
醤
油
の
需
要
が

な
い
と
採
算
上
、
不
利
で
あ

っ
た
が
、
発
酵
法
に
そ
の
制
約
は
な

か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
廃
糖
蜜
な
ど
発
酵
原
料
の
生
産
地
や
欧
米
で

の
生
産
が
拡
大
し
た
。
世
界
の
消
費
量
も
増
加
し
、
「味
の
素
」
は

世
界
商
品
と
な

っ
た
。

五
　
行

き
す
ぎ

た
石
油
化
学
化

味
の
素
は
発
酵
法
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
ソ
ー
ダ
の
操
業
を
開
始
す
る
直

前
の
六
〇
年
秋
に
、
合
成
法
の
工
場
建
設
を
決
定
し
て
い
る
。
合
成

法
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
の
研
究
は
、
デ

ュ
ポ
ン
の
研
究
に
刺
激
さ
れ
て
五

〇
年
か
ら
開
始
さ
れ
て
い
た
。
味
の
素
が
採
用
し
た
方
法
は
、
ア
ク

リ
ロ
ニ
ト
リ
ル
を
原
料
と
す
る
方
法
で
あ

っ
た
。
ア
ク
リ
ル
繊
維
の

原
料
で
あ
る
ア
ク
リ
ロ
ニ
ト
リ
ル
は
、
日
本
で
も
五
八
年
に
生
産
が

開
始
さ
れ
、
六
〇
年
か
ら
は
石
油
化
学
法
に
よ
る
計
画
が
つ
ぎ

つ
ぎ

と
提
出
さ
れ
て
い
た
。
味
の
素
は
三
菱
化
成
工
業
株
式
会
社
か
ら
ア

ク
リ
ロ
ニ
ト
リ
ル
の
供
給
を
受
け
る
こ
と
に
し
て
、
四
日
市
石
油
化

学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
に
東
海
工
場
を
建
設
す
る
こ
と
に
す
る
。

パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン
ト
で
の
中
間
試
験
の
途
中
に
く
だ
さ
れ
た
合

成
法
の
た
め
の
東
海
工
場
建
設
の
決
定
に
は
、
発
酵
法
で
の
出
遅
れ

を
取
り
も
ど
そ
う
と
す
る
焦
り
も
あ

っ
た
。
合
成
法
の
研
究
に
た
ず

さ
わ
っ
た
吉
田
統

一
ら
は

「な
ん
と
し
て
も
自
社
開
発
技
術
に
よ
る

Ｍ
Ｓ
Ｇ
新
製
法
を
打
ち
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
悲
願
に
似
た

決
意
が
あ

っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
」
と
い
う
。

東
海
工
場
は
世
界
で
唯

一
の
合
成
法
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
ソ
ー
ダ
エ
場

と
し
て
六
三
年
に
本
格
生
産
を
開
始
し
た
。
し
か
し
、
合
成
法
は
グ

図 7 グルタミン酸ソーダの国内消費と価格
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ル
タ
ミ
ン
酸
ソ
ー
ダ
製
造
の
主
流
と
な
ら
な
い
ま
ま
、
七
三
年
五
月

に
中
止
さ
れ
る
。
食
品
公
害
問
題
が
ひ
ろ
が
る
な
か
原
料
に
毒
性
の

強
い
ア
ク
リ
ロ
ニ
ト
リ
ル
を
使
う
こ
と
に
よ
る
企
業
イ
メ
ー
ジ
低
下

の
お
そ
れ
や
、
発
酵
法
に
比
ベ
コ
ス
ト
が
不
利
に
な
っ
て
き
た
こ
と

が
理
由
だ
と
さ
れ
た
。

合
成
法
稼
働
後
、
発
酵
法
の
原
料
も
従
来
の
澱
粉
や
廃
糖
蜜
か
ら

石
油
化
学
製
品
に
か
わ
り

つ
つ
あ

っ
た
。
発
酵
法
の
石
油
化
学
化

は
、
本
稿
が
お
も
に
扱

っ
て
き
た
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
ソ
ー
ダ
と
ア
セ
ト

ア
ル
デ
ヒ
ド
が
結
び

つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
た
っ

石
油
化
学
法
に
よ
る
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
の
生
産
は
、
六
三
～
六

四
年
に
つ
ぎ
つ
ぎ
と
開
始
さ
れ
た
。
そ
れ
に
と
も
な
い
ア
セ
ト
ア
ル

デ
ヒ
ド
か
ら
作
ら
れ
て
い
た
酢
酸
や
オ
ク
タ
ノ
ー
ル
、
ブ
タ
ノ
ー
ル

も
石
油
化
学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
に
組
み
込
ま
れ
て
い
き
、
従
来
の
カ
ー

バ
イ
ド
か
ら
の
方
法
は
中
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

合
成
酢
酸
の
草
分
け
で
あ
る
日
本
合
成
化
学
は
、
創
業
以
来
の
大

垣
工
場
で
の
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
お
よ
び
酢
酸
の
製
造
を
六
四
年
に

停
止
し
た
。
ま
た
熊
本
工
場
で
五
四
年
に
再
開
さ
れ
て
い
た
カ
ー
バ

イ
ド
か
ら
の
合
成
法
プ
タ
ノ
ー
ル
も
六
三
年
に
停
止
し
て
い
る
。
新

日
本
窒
素
肥
料

（六
五
年
に
チ
ッ
ソ
株
式
会
社
に
改
称
）
で
も
、
水
俣

工
場
で
の
酢
酸
製
造
が
六
五
年
に
中
止
さ
れ
た
あ
と
、
水
俣
病
の
原

因
と
な

っ
た
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
装
置
が
六
八
年
に
、
オ
ク
タ
ノ
ー

ル
装
置
も
六
九
年
に
停
止
し
た
。

さ
ら
に
発
酵
法
に
よ
る
プ
タ
ノ
ー
ル
生
産
も
、
石
油
化
学
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
で
新
増
設
が
す
す
め
ら
れ
る
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
を
原
料
と

す
る
合
成
法
に
移
行
す
る
こ
と
に
な
り
、
中
止
さ
れ
る
。
六
三
年
に

は
協
和
発
酵
防
府
工
場
や
三
楽
酒
造

（工全
一年
に
三
楽
オ
ー
シ
ャ
ン
に

改
称
）
八
代
工
場
で
の
発
酵
法
ブ
タ
ノ
ー
ル
が
停
止
し
た
。

従
来
の
カ
ー
バ
イ
ド
法
や
発
酵
法
か
ら
石
油
化
学
法

へ
の
転
換
に

と
も
な
い
、
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
は
石
油
化
学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
新
増

設
の
中
心
と
な
っ
て
つ
ぎ

つ
ぎ
と
生
産
能
力
を
拡
大
し
た
。
そ
の
ア

セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
か
ら
の
主
製
品
で
あ
る
酢
酸
の
消
費
先
と
し
て
、

お
お
き
な
期
待
を
集
め
た
の
が
発
酵
法
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
ソ
ー
ダ
で

あ
っ
た
。
六
〇
年
代
末
に
は
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
や
酢
酸
の
増
設
は

「グ
ル
曹
の
原
料
転
換
が
鍵
」
だ
と
さ
れ
た
。

味
の
素
は
す
で
に
六
六
年
に
発
酵
法
の
原
料
と
し
て
酢
酸
を
使
用

す
る
実
験
を
開
始
し
て
い
た
。
九
州
工
場
は
六
七
年
か
ら
原
料
転
換

を
開
始
し
六
八
年
に
は
原
料
を
全
面
的
に
酢
酸
と
し
た
。
川
崎
工
場

も
六
八
年
か
ら
酢
酸
の
使
用
を
は
じ
め
て
い
る
。
さ
ら
に
味
の
素

は
、
昭
和
電
工
、
三
楽
オ
ー
シ
ャ
ン
と
共
同
で
六
八
年
五
月
に
昭
和

ア
セ
チ
ル
化
学
株
式
会
社
を
設
立
し
て
、
昭
和
電
工
鶴
崎

コ
ン
ビ



ナ
ー
ト
で
み
ず
か
ら
酢
酸
の
製
造
に
参
画
し
た
。

そ
の
他
の
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
ソ
ー
ダ

。
メ
ー
カ
ー
の
酢
酸
利
用
に
つ

い
て
は
明
確
で
は
な
い
。
し
か
し
六
〇
年
代
末
か
ら
グ
ル
タ
ミ
ン
酸

ソ
ー
ダ
用
の
酢
酸
消
費
量
は
急
増
し

（図
８
）、
七
四
年
に
は
全
酢

酸
の
二
〇
％
に
の
ぼ
る

一
〇
万
ト
ン
以
上
が
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
ソ
ー
ダ

の
原
料
と
し
て
消
費
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
同
時
に
、
国
内
で

生
産
さ
れ
る
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
ソ
ー
ダ
の
過
半
が
酢
酸
を
原
料
と
し
て

生
産
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
が
七
五
年
に
な
り
酢
酸
価
格
が
高
騰
す
る
と
、
酢
酸
か
ら

廃
糖
蜜

へ
と
原
料
が
再
転
換
さ
れ
て
い
き
、
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
ソ
ー
ダ

の
酢
酸
使
用
は
減
少
し
て
い
っ
た
。
味
の
素
は
川
崎
工
場
で
七
五
年

か
ら
転
換
に
着
手
し
て
、
七
七
年
に
は
全
面
的
に
酢
酸
の
使
用
を
中

止
し
た
。
九
州
工
場
で
も
次
第
に
酢
酸
の
割
合
が
減
ら
さ
れ
て
い

き
、
三
楽
オ
ー
シ
ャ
ン
や
武
田
薬
品
も
八
二
～
八
四
年
頃
に
は
酢
酸

の
使
用
を
や
め
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
日
本
だ
け
で
お
こ
な
わ

れ
て
い
た
合
成
酢
酸
を
原
料
と
す
る
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
ソ
ー
ダ
製
造

も
、
合
成
法
に
つ
づ
い
て
、
短
期
間
で
幕
を
お
ろ
し
た
。

お

わ

り

に

「味
の
素
」
と

「水
俣
病
」
の
共
通
の
軌
跡
を
検
討
す
る
試
み
に

よ
っ
て
確
認
で
き
た
こ
と
は
、
ま
ず
、
ふ
た
つ
の
歴
史
の
起
点
を
め

ぐ
る
単
純
す
ぎ
る
分
類
で
あ
る
。
従
来
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
を
別
々
に

検
討
し
て
、
「味
の
素
」
は
自
主
開
発
の
特
別
な
事
例
と
し
て
、
ま

た
日
本
窒
素
肥
料
の
石
灰
窒
素
製
造
は
よ
く
あ
る
外
国
技
術
依
存
の

事
例
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
は
、
日
本
の
化
学
研
究
の
遅

れ
を
議
論
の
前
提
と
し
て
、
池
田
菊
苗
の
突
然
変
異
的
な
独
創
性
と

野
口
遵
の
圧
倒
的
な
起
業
家
精
神
ば
か
り
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
し
か
し
当
然
で
は
あ
る
が
、
池
田
の
発
見
に
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

図 8 酢酸の用途別需要

(ト ン)
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の
先
行
研
究
が
あ
り
、
野
口
の
技
術
導
入
に
も
そ
れ
を
先
導
し
た
国

内
研
究
が
あ

っ
た
。
化
学
工
業
の
発
展
に
は
た
し
た
化
学
研
究
の
役

割
に
つ
い
て
、
も
う
す
こ
し
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

つ
ぎ
に
確
認
で
き
た
こ
と
は
、
戦
後
に
お
よ
ぼ
し
た
戦
中
経
験
の

役
割
の
お
お
き
さ
で
あ
る
。
石
炭
と
さ
つ
ま
芋
か
ら
イ
ソ
オ
ク
タ
ン

を
製
造
し
よ
う
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
合
成
法
と
発
酵
法
に
よ
る
ブ

タ
ノ
ー
ル
製
造
の
経
験
が
、
戦
後
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｄ
Ｏ
Ｐ
と
発
酵
法
グ

ル
タ
ミ
ン
酸
ソ
ー
ダ
の
製
造
に
つ
な
が
り
、
そ
れ
が
、
水
俣
病
の
発

生
と
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
ソ
ー
ダ
の
世
界
普
及
と
な
っ
て
、
日
本
の
ふ
た

つ
の
化
学
工
業
部
門
を
国
際
舞
台
に
登
場
さ
せ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

し
か
し
、
戦
後
に
つ
な
が
る
技
術
的
能
力
は
国
家
総
動
員
体
制
の

も
と
で
突
然

つ
く
り
出
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
合
成
酢
酸
と
ア
ル

コ
ー
ル
製
造
に
よ
っ
て
す
で
に
準
備
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
も
注
目
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
戦
中
経
験
を
は
さ
ん
だ
戦
前
と
戦
後

と
の
連
続
性
と
不
連
続
性
に
つ
い
て
の
検
討
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。

も
う
ひ
と
つ
確
認
で
き
た
重
要
な
こ
と
は
、
「味
の
素
」
と

「水

俣
病
」
の
ふ
た
つ
の
軌
跡
の
思
い
が
け
な
い
出
会
い
で
あ
る
。
ブ
タ

ノ
ー
ル
製
造
で
の
共
通
体
験
や
合
成
酢
酸
を
原
料
と
す
る
発
酵
法
グ

ル
タ
ミ
ン
酸
ソ
ー
ダ
製
造
に
み
ら
れ
た
ふ
た
つ
の
歴
史
の
つ
な
が
り

は
、
化
学
工
業
が
企
業
間
を
つ
ら
ぬ
く
化
学
反
応
の
体
系
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
教
え
て
く
れ
て
い
る
。

（１
）

「味
の
素
」
は
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
ソ
ー
ダ
を
主
成
分
と
す
る
調
味

料
の
登
録
商
標
で
あ
る
。
普
通
名
称
と
し
て
従
来
は
グ
ル
タ
ミ
ン

酸
ソ
ー
ダ

（グ
ル
曹
）
あ
る
い
は
た
ん
に
化
学
調
味
料
と
呼
ば
れ

て
い
た
が
、　
一
九
八
五
年
に
日
本
化
学
調
味
料
工
業
協
会

（日
本

う
ま
味
調
味
料
協
会
）
は
他
の
化
学
調
味
料
も
含
め
て

「う
ま
味

調
味
料
」
と
呼
称
す
る
こ
と
を
決
め
て
い
る
。
Ｍ
Ｓ
Ｇ
と
呼
ば
れ

る
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
モ
ノ
ナ
ト
リ
ウ
ム

Ｂ
Ｏ
●
８
ｏ
２
Ｅ
Ｏ
Ｌ
二
”
日
”
８
の
略
称
で
あ
る
。
本
稿
で
は
歴
史
性

と
な
じ
み
や
す
さ
を
考
え
、
「
は
じ
め
に
」
に
お
い
て
は

「味
の

素
」
を
普
通
名
称
と
し
て
使
用
し
、
本
文
中
で
味
の
素
株
式
会
社

以
外
の
製
品
を
含
め
て
表
現
す
る
際
に
は
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
ソ
ー
ダ

と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
。

（２
）

一
九
九
九
年
の
消
費
量
は
、
中
国
が
五
二
〇
万
ト
ン
と
群
を
抜

い
て
お
り
、
以
下
、
日
本
九
万
四
千
五
〇
〇
ト
ン
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

六
万
三
千
ト
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
六
万
ト
ン
、
韓
国
五
万
ト
ン
、

北
ア
メ
リ
カ
四
万
ト
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
四
万
ト
ン
の
順
と
推
定
さ
れ

て
い
る

（『酒
類
食
品
統
計
月
報
』

一
九
九
九
年
六
月
号
、
四
四

頁
）。

（３
）

た
と
え
ば
、
ｒ
ｏ
ｏ
●
鶴
０
「

Ｏ
ｏ
巨
ヨ
洋
ｑ

ｖ〓
Ｑ
ｏｌ
く

，

，
ｏ

同
づ
く
】８
●
日
０
ュ
Ｆ

∽
いゃ
ミ
ヽ
い
、
ミ

ミヽ
Ｓ
が

く
ｏ
ｒ
圏
♪

Ｚ
９

ｏ
ヽ

３
ピ
）
ｏ
も
・Ｈ甲
置
。　
一
九
七
五
年
に
は
、
原
田
正
純
ら
の
水
俣
病

に
関
す
る
論
文
が
Ｚ
“
”ｏ
お
誌
に
掲
載
さ
れ

Ｑ
β

器
，

８

∞
一
トー
∞一９
、
ど
ヽ
同
●
”
ｏ
い
ｏ
∽
日
【一〓
”
●
Ｑ
＞
】お
ｏ●
〓
　
∽
ヨ
一̈す
の



ミ

ドヽ
ヽ
ミ
ヽ
き
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

（４
）

妹
尾
二
郎

「グ
ル
タ
ミ
ン
酸
ソ
ー
ダ
の
合
成
」
含
化
学
工
業
』

一
九
五
七
年

一
〇
月
号
）
、
四

一
～
四
八
頁
。

（５
）

廣
田
鋼
蔵

「池
田
菊
苗
博
士
の

″新
調
味
料
″
の
発
明
を
巡
っ

て
」
「科
学
史
研
究
』
Π
二
〇
巻
、
三
六
～
四
四
頁
、　
一
九
八

一

年
。
廣
田
は
、
リ
ッ
ト
ハ
ウ
ゼ
ン
の
論
文
等
を
池
田
が
す
で
に
読

ん
で
い
て
、
そ
う
し
た
文
献
を
参
考
に
し
て
、
ほ
と
ん
ど
実
験
を

お
こ
な
わ
ず
に
特
許
を
出
願
し
た
と
推
察
し
て
い
る
。

石
川
悌
次
郎

『鈴
木
二
郎
助
伝
　
森
森
班
潤
伝
』
（東
洋
書
館
、

一
九
五
四
年
、　
一
四
二
頁
）
は
、
Γ
…
・留
学
の
末
期
に
ド
イ
ツ

の
有
機
化
学
者
の
ゴ
ー
ル
ド
ウ
イ
ヒ
・
グ
ラ
ー
フ
博
士
の
蛋
自
質

の
分
解
に
よ
る
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
を
主
成
分
と
す
る
新
調
味
料
の
発

見
と
い
う
こ
と
が
学
界
の
雑
誌
に
紹
介
さ
れ
た
。
池
田
の
頭
に
は

「
こ
れ
は
面
白
い
ぞ
」
と
閃
く
も
の
が
あ
っ
た
」
と
記
述
し
て
い

る
が
、
廣
田
は
グ
ラ
ー
フ
論
文
が
見
つ
か
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
こ

の
説
を
否
定
し
て
い
る
。

（６
）

日
本
科
学
史
学
会

『日
本
科
学
技
術
史
大
系
』
（第

一
法
規
出

版
、　
一
九
六
四
年
）
、　
一
五
七
頁
の
記
述
に
し
た
が
っ
た
。

（７
）

増
島
文
次
郎

「炭
化
石
灰
及
ア
セ
チ
リ
ン
」
（『工
業
化
学
雑

誌
』
二
編
、　
一
六
五
～

一
七
三
頁
、　
一
八
九
九
年
）。

（８
）

増
島
文
次
郎

「炭
化
石
灰
工
業
に
就
き
」
翁
工
業
化
学
雑
誌
』

三
編
、
三
二
五
～
三
四

一
頁
、　
一
九
〇
〇
年
）。
実
験
の
結
果
は
、

一
六
燭
光

一
時
間
あ
た
り
、
石
炭
ガ
ス
九
厘
六
毛
、
電
気
八
厘
三

毛
～

一
銭
五
厘
、
ア
セ
チ
ン
ン
六
厘
四
毛
～

一
銭
二
毛
で
あ
っ
た

と
い
う
。

（９
）

士
口
川
亀
次
郎

「電
気
化
学
工
業
の
現
況
及
将
来
に
就
て
貧
ハ

こ
」
含
工
業
化
学
雑
誌
』
九
編
、
六
四
九
～
六
六

一
頁
、　
一
九

〇
六
年
）。

（１０
）

士
口
川
亀
次
郎

「電
気
化
学
工
業
の
現
況
及
将
来
に
就
て
（其

一
０
」
翁
工
業
化
学
雑
誌
』
九
編
、
七
六
五
～
七
七
〇
頁
、　
一
九

〇
六
年
）。

（ｎ
）

寺
野
寛
二

「空
気
中
に
於
け
る
窒
素
の
利
用
」
翁
工
業
化
学
雑

誌
』
九
編
、
二
五
九
～
二
八
三
頁
、　
一
九
〇
六
年
）。

（・２
）

士口
岡
喜

一
『野
口
遵
』
（フ
ジ

・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
出
版
部
、　
一
九
六
二
年
）
、
五

一
～
五
三
頁
。

（‐３
）

野
口
が
肥
料
と
し
て
の
石
灰
窒
素
の
可
能
性
を
認
識
し
た
時
期

に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
。
脇
村
義
太
郎
は

「
カ
ー
バ
イ
ド
製
造
開

始
後
ま
も
な
く
」
と
し
て
い
る

（脇
村

「電
気
化
学
工
業
の
先
駆

者

・
野
口
遵
」、
『脇
村
義
太
郎
著
作
集

。
第
二
巻
』
、
日
本
経
営

史
研
究
所
、　
一
九
七
五
年
、
三

一
〇
頁
）
。
大
塩
武
は

「発
電
所

の
建
設
が
始
ま
る
頃
に
は
…
…
石
灰
窒
素
製
造
事
業
も
野
口
の
視

野
に
入
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
」
（大
塩

『日
窒
コ
ン
ツ
エ
ル

ン
の
研
究
』
、
日
本
経
済
評
論
社
、　
一
九
八
九
年
、　
三
ハ
頁
）
と

し
て
い
る
。
本
稿
は
大
塩
の
説
を
支
持
す
る
が
、
学
界
で
の
関
心

の
高
さ
か
ら
み
て
、
石
灰
窒
素
製
造
を
野
口
の

「独
自
の
プ
ラ

ン
」
と
い
う
ほ
ど
に
は
そ
の
独
自
性
を
支
持
す
る
も
の
で
は
な

い
。

（‐４
）

味
の
素
株
式
会
社
社
史
編
纂
室
編

『味
の
素
株
式
会
社
社
史

１
』
（味
の
素
株
式
会
社
、　
一
九
七

一
年
）
、
二
〇
五
～
三
二
三

頁
。

アア



（・５
）

大
塩
、
前
掲
（１３
）
、
四
四
～
六
三
頁
。

（・６
）

味
の
素
、
前
掲
（１４
）、
六
三
～
六
六
、　
一
五

一
～

一
五
四
、　
一

六
四
～

一
六
六
頁
。

（・７
）

庄
司
務

「
ア
セ
チ
ン
ン
よ
リ
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ー
ド
の
合
成
に

就
て
」
（『工
業
化
学
雑
誌
』
三
二
編
、　
一
九

一
九
年
）
、
二
八

～
四
二
頁
。

（・８
）

越
智
主

一
郎
、
小
野
澤
興

一
「
ア
セ
チ
レ
ン
よ
リ
ア
セ
ト
ア
ル

デ
ヒ
ド
の
製
造
に
就
て
」
翁
工
業
化
学
雑
誌
』
二
三
編
、　
一
九
二

〇
年
）
、
九
二
五
～
九
五
四
頁
。

（・９
）

米
国
特
許

一
、　
一
五

一
、
九
二
八

じ「
８
８
協

Ｒ

「
お
０
鶴
】●
ｍ

＞
８
一”
】８
辱
８

守
ｏ
日

＞
８
一く
【ｏ
●
ヽ

（
一
九

一
五
年
出
願
）。

（２０
）

日
本
酷
酸
製
造
株
式
会
社
、
広
栄
製
薬
株
式
会
社
、
近
藤
製
薬

工
場
、
伊
藤
酷
酸
製
造
所
。

（２．
）

飯
島
孝

『技
術
の
黙
示
録
』
（技
術
と
人
間
、　
一
九
九
六
年
）、

一
八
〇
頁
。

（２２
）

特
許
第
九
四
六
四
七
号

「
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ハ
イ
ド
製
造
法
」
明

細
書

（
一
九
二

一
年
六
月

一
八
日
出
願
）。

（２３
）

連
続
式
と
い
っ
て
も
、
実
際
の
操
業
で
は
反
応
液
を
頻
繁
に
入

れ
替
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

（西
村
肇

・
岡
本
達
明
、
『水

俣
病
の
科
学
』
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇

一
年
、
五
三
～
五
四
頁
）。

（２４
）

鈴
木
の
事
業
に
も
合
成
酢
酸
が
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。
ョ
ー
ド

製
造
を
お
こ
な
っ
て
い
た
鈴
木
は
、　
マ
ッ
チ
原
料
で
あ
る
塩
素
酸

カ
リ
を
製
造
す
る
日
本
化
学
工
業
株
式
会
社
の
設
立

（
一
九
〇
七

年
）
に
参
加
し
た
あ
と
、
「味
の
素
」
の
事
業
が
軌
道
に
乗
る
ま

え
の
第

一
次
大
戦
中
に
み
ず
か
ら
塩
素
酸
カ
リ
の
製
造
に
乗
り
出

し
た
。
さ
ら
に
、　
一
七
年
に
東
信
電
気
株
式
会
社
を
設
立
し
て
塩

素
酸
カ
リ
事
業
を
拡
大
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
で
第

一
次
大
戦
後

の
不
況
に
あ
い
、
生
産
を
断
念
す
る
。
東
信
電
気
の
余
剰
電
力
利

用
を
は
か
っ
て
昭
和
肥
料
株
式
会
社
を
二
八
年
に
設
立
し
て
、
鹿

瀬
工
場
で
石
灰
窒
素
、
さ
ら
に
川
崎
工
場
で
合
成
硫
安
を
生
産
す

る
。
鹿
瀬
工
場
の
カ
ー
バ
イ
ド
利
用
を
拡
大
す
る
た
め
に
、
ラ
サ

エ
業
株
式
会
社
と
の
共
同
出
資
に
よ
り
三
四
年
に
昭
和
合
成
化
学

工
業
株
式
会
社
を
設
立
し
、
日
本
窒
素
肥
料
と
同
様
に
、
カ
ー
バ

イ
ド

・
ア
セ
チ
レ
ン
か
ら
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
を
経
て
酢
酸
を
合

成
す
る
有
機
合
成
化
学
工
業
に
参
入
し
た
。
五
七
年
に
昭
和
電
工

株
式
会
社
に
合
併
さ
れ
た
鹿
瀬
工
場
の
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
エ
場

が
新
潟
水
俣
病
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
に
な
る

（高
松
亨

「化
学
工

業
」
、
「新
　
体
系
日
本
史
貧

一
）産
業
技
術
史
』
山
川
出
版
社
、

二
〇
〇
二
年
、
二
八
四
～
三
二
〇
頁
）。

（２５
）

た
と
え
ば
、
佐
藤
義
胤

「満
州
大
豆
の
生
産
に
関
す
る
将
来
の

対
策
」
翁
工
業
化
学
雑
誌
』
三
七
編
、　
一
九
二
四
年
）
、　
一
四

一

三
～

一
四
二
〇
頁
。

（２６
）

小
麦
粉
を
原
料
と
し
て
い
た
と
き
は
、
こ
の
分
離
液
は
石
灰
で

中
和
し
て
廃
棄
さ
れ
て
い
た

（味
の
素
、
前
掲
（１４
）
、
三
八
五

頁
）。

（２７
）

三
楽
株
式
会
社
社
史
編
纂
室
編

『三
楽
五
〇
年
史
』
會
一楽
株

式
会
社
、　
一
九
八
六
年
）、
三
七
頁
。

（２８
）

花
田
文
蔵

「燃
料
用
無
水
ア
ル
コ
ー
ル
に
就
て
」
（
燃
料
協
会

誌
』

一
五
八
号
）、　
一
九
二
五
年
、　
〓
壬
二
九
～

一
三
五
〇
頁
。

（２９
）

通
商
産
業
省
化
学
工
業
局
編

『
ア
ル
コ
ー
ル
専
売
三
十
年
史
』



（醸
酵
協
会
、　
一
九
六
九
年
）
、
七
九
～
八
〇
頁
。

（３０
）

味

の
素
、
前
掲
（１４
）
、
二
八
八
頁
、
お
よ
び

三
楽
、
前
掲

（２７
）
、
八
八
頁
。

（３．
）

旭
化
成
工
業
株
式
会
社
延
岡
工
場
薬
品
部

『薬
品
部
三
〇
年

史
』
■

九
五
四
年
）
、
四

一
、　
一
七
三
～

一
七
九
頁
、
お
よ
び
大

塩
、
前
掲
（１３
）、　
一
四
四
頁
。

（３２
）

社
史
編
纂
委
員
会

『日
揮
五
〇
年
史
』
（日
揮
株
式
会
社
、　
一

九
七
九
年
）、　
一
一
～

一
三
頁
、
お
よ
び
燃
料
懇
話
会
編

「日
本

海
軍
燃
料
史
（上
ｙ

（原
書
房
、　
一
九
七
二
年
）
、
七
七
頁
。

（３３
）

燃
料
懇
話
会
編

『日
本
海
軍
燃
料
史
（下
ｙ

（原
書
房
、　
一
九

七
二
年
）、　
一
〇
三
二
～

一
〇
二
四
頁
。

（３４
）

セ
ル
ロ
イ
ド
の
樟
脳
代
用
可
塑
剤

（プ
ラ
ス
チ
サ
イ
ザ
ー
）
用

と
し
て
延
岡
に
送
ら
れ
た
日
産

一
ト
ン
程
度
の
設
備
で
あ
っ
た

（自
石
宗
城

「興
南
工
場
の
概
説
」、
『化
学
工
業
』

一
九
五

一
年

一
月
号
、
三
二
～
二
九
頁
）
。

（３５
）

大
島
幹
義

「龍
興
工
場
」
翁
化
学
工
業
し
　
一
九
五

一
年

一
月

号
、
六
九
～
七
六
頁
。
「海
軍
の
秘
蔵
子
で
絶
対
の
秘
密
厳
守
が

命
ぜ
ら
れ
、
日
本
窒
素
の
社
員
で
も
決
め
ら
れ
た
も
の
以
外
は
工

場
に
立
入
る
こ
と
を
許
さ
れ
ず
、
ま
し
て
そ
の
内
容
は
全
然
発
表

さ
れ
た
も
の
が
な
か
っ
た
…
…
。
昭
和

一
八
年
頃
ブ
タ
ノ
ー
ル
の

大
増
産
と
こ
れ
か
ら
イ
ソ
オ
ク
タ
ン
を
製
造
す
る
計
画
が
各
所
で

進
め
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
時
、
…
…
海
軍
は
相
変
ら
ず
本
工
場
の
技

術
の
発
表
を
許
さ
な
か
つ
た
」
と
い
う
。

（３６
）

工
業
化
学
会
編

『最
近
十
年
に
お
け
る
本
邦
化
学
工
業
の
概

観
』
（誠
文
堂
新
光
社
、　
一
九
四
七
年
）
、　
一
六
六
～

一
六
七
頁
、

お
よ
び
日
本
新
興
溶
剤
史
編
纂
委
員
会
編

『新
興
溶
剤
史
』
（酷

友
会
、　
一
九
五
四
年
）、
四

一
四
～
四
三
二
頁
。

（３７
）

大
島
幹
義

「研
究
を
工
業
化
す
る
技
術
―
―
イ
ソ
オ
ク
タ
ン
合

成
工
業
の
開
発
と
そ
の
工
学
的
検
討
を
中
心
と
し
て
―
―
」
翁
野

研
時
報
』
六
号
別
冊
、　
一
九
五
八
年
）、
二
六
、
五
〇
頁
。

（３８
）

日
本
合
成
化
学
は
ブ
タ
ノ
ー
ル
製
造
を
目
的
と
し
て
熊
本
工
場

を
建
設
し
、
四

一
年
に
カ
ー
バ
イ
ド
製
造
、
四
三
年
に
は
ア
セ
ト

ア
ル
デ
ヒ
ド
製
造
を
開
始
す
る
が
、
プ
タ
ノ
ー
ル
設
備
は
完
成
し

な
い
ま
ま
終
戦
を
迎
え
る

（日
本
合
成
化
学
工
業
株
式
会
社
編

『日
本
合
成
化
学
工
業
株
式
会
社
五
〇
年
史
』
、
日
本
合
成
化
学

工
業
株
式
会
社
、　
一
九
八
〇
年
、
三
四
～
四
七
頁
）
。
大
日
本
セ

ル
ロ
イ
ド
も
新
井
工
場
で
ブ
タ
ノ
ー
ル
製
造
設
備
の
建
設
を
四
二

年
に
着
工
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
完
成
し
て
い
な
い

（社
史
編
集

室
編

『ダ
イ
セ
ル
エ
業
六
〇
年
史
』
、
ダ
イ
セ
ル
化
学
工
業
株
式

会
社
、　
一
九
八

一
年
、
四
八
～
四
九
頁
）。

（３９
）

大
島
、
前
掲
（３７
）、
二
五
、
五
〇
頁
。

（４０
）

水
銀
の
輸
入
は

一
九
三
六
年
に
三
八
六
ト
ン
あ
っ
た
の
が
、
四

四
年
に
は
英
領
ボ
ル
ネ
オ
と
中
国
か
ら
の
一
二
ト
ン
ヘ
と
激
減
し

て
い
る

（大
蔵
省

『日
本
外
国
貿
易
年
表
』
各
年
）
。

（４．
）

工
業
化
学
会
、
前
掲
（３６
）、
三
〇
頁
。

（４２
）

遠
藤
永
次
郎

「航
空
燃
料
に
つ
い
て
」
翁
酒
精
協
会
誌
』

一

巻
、　
一
九
四
三
年
）、　
一
〇
八
～

一
一
一
頁
。

（４３
）

日
本
新
興
溶
剤
史
編
纂
委
員
会
、
前
掲
（３６
）、
四

一
四
頁
。

（４４
）

協
和
会
研
究
部
長
で
あ
っ
た
加
藤
辮
三
郎
は
、
三
七
年
か
ら
イ

ソ
オ
ク
タ
ン
の
製
造
実
験
を
お
こ
な
い
、
三
九
年
春
の
工
業
化
学



会
で
の

「ブ
タ
ノ
ー
ル
よ
リ
イ
ソ
プ
テ
ン
の
製
造
に
つ
い
て
」
と

い
う
報
告
が
、
陸
軍
か
ら
の
要
請
に
つ
な
が
っ
た
と
社
史
に
は
記

さ
れ
て
い
る

（協
和
醸
酵
三
五
年
史
編
集
委
員
会
編

『薔
薇
は
薔

薇
―
―
協
和
発
酵
三
五
年
の
歩
み
』
、
協
和
醸
酵
工
業
株
式
会
社
、

一
九
八
四
年
、
二
五
、　
一
一
四
、　
一
一
七
頁
、
お
よ
び
合
同
酒
精

社
史
編
纂
委
員
会

『合
同
酒
精
社
史
』
、
合
同
酒
精
株
式
会
社
、

一
九
七
〇
年
、
三
四
九
頁
）。
し
か
し
、
二
九
年
四
月
の
工
業
化

学
会
年
会
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
加
藤
の
名
前
は
見
あ
た
ら
な
い
。

「イ
ソ
オ
ク
タ
ン
原
料
と
し
て
の
イ
ソ
ブ
テ
ン
の
製
造
に
就
て
」

と
題
す
る
報
告
を
し
た
の
は
、
早
稲
田
大
学
の
山
本
研

一
、
川
久

保
勇
雄
で
あ
る
。
加
藤
が
イ
ソ
オ
ク
タ
ン
合
成
に
関
す
る
報
告
を

工
業
化
学
会
で
お
こ
な
う
の
は

一
九
四
〇
年
四
月
か
ら
で
あ
る

翁
工
業
化
学
会
年
会
講
演
要
旨
」、
『工
業
化
学
雑
誌
』
各
年
）
。

（４５
）

合
同
酒
精
、
前
掲
（４４
）、
三
八
二
～
三
八
七
頁
。
同
社
は
、

ジ
ャ
ワ
島
の
製
糖
工
場
の
ブ
タ
ノ
ー
ル
エ
場
へ
の
改
造
を
四
二
年

に
開
始
し
、
四
五
年
五
月
に
試
運
転
を
開
始
し
て
い
る

（同
、
三

九
八
～
四
〇
三
、
四
〇
七
～
四
〇
九
頁
）
。

（４６
）

三
楽
、
前
掲
（２７
）、
八
六
～
八
七
、
四
七
四
頁
。
昭
和
農
産
化

工
は
、
陸
軍
の
命
令
に
よ
リ
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
製
糖
工
場
を
改
造
し

て
年
産

一
四
万
ト
ン
の
プ
タ
ノ
ー
ル
エ
場
建
設
を
開
始
、
さ
ら
に

四
四
年
七
月
に
は
満
州
国
政
府
お
よ
び
関
東
軍
か
ら
ブ
タ
ノ
ー
ル

製
造
の
要
請
を
受
け
、
満
州
醸
酵
工
業
株
式
会
社
を
設
立
し
建
設

計
画
を
進
め
て
い
る

（同
、　
一
〇
七
～

一
一
三
頁
）。

（４７
）

味
の
素
、
前
掲
（１４
）、
四
〇
五
、
四
三
〇
頁
。

（４８
）

合
同
酒
精
、
前
掲
（４４
）、
四
〇
四
頁
。

（４９
）

協
和
醸
酵
、
前
掲
（４４
）
、
二
八
頁
。
イ
ソ
オ
ク
タ
ン
合
成
設
備

も
完
成
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（５０
）

田
代
二
郎

ズ
ロ
成
ブ
タ
ノ
ー
ル
エ
業
に
就
て
」
翁
酒
精
協
会

誌
』

一
巻
、　
一
九
四
三
年
）、　
一
四
五
～

一
四
八
頁
。
伏
字
は
軍

事
機
密
上
の
理
由
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
航
空
機
燃
料
混
合
用

イ
ソ
オ
ク
タ
ン
の
合
成
に
つ
い
て
、
戦
時
中
も
堂
々
と
論
文
が
刊

行
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
堀
口
博

。
太
田
暢
人

「正
ブ
タ

ノ
ー
ル
よ
リ
イ
ソ
オ
ク
タ
ン
の
合
成
」
「
有
機
合
成
化
學
協
會

誌
』
二
巻
、　
一
九
四
四
年
）
、
三
二
八
～
三
三
四
頁
。

（５‐
）

大
島
、
前
掲
（３７
）、
四
〇
頁
。
四
四
年
の
使
用
量
は
イ
ソ
オ
ク

タ
ン
製
造
量
八
六
三
四

・
六
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
を
も
と
に
、
四
四
年

上
期
の
イ
ソ
オ
ク
タ
ン
一
ト
ン

（約

一
。
四
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
）
当

り
の
燐
酸
の
原
単
位
実
績
五
五
キ
ロ
グ
ラ
ム

（同
、
五
〇
頁
）
を

用
い
て
求
め
た
。
燐
鉱
石
の
入
手
経
路
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、

燐
酸
の
製
造
に
苦
労
し
た
と
す
る
記
述
は
ま
っ
た
く
な
い
。
な

お
、
燐
酸
触
媒
は
海
軍
燃
料
廠
方
式
で
作
ら
れ
た
が
、
Ｕ
Ｏ
Ｐ
特

許
範
囲
で
あ
る
と
し
て
日
本
窒
素
肥
料
は
終
戦
に
至
る
ま
で
日
本

揮
発
油
に
特
許
料
を
支
払
っ
た

（同
、
四
三
頁
）。

（５２
）

工
業
化
学
会
、
前
掲
（り

、
三
六
頁
、
お
よ
び
大
塚
寛
治

■
日
本
無
機
薬
品
工
業
史
』

一
九
六
二
年
）、
二
九
六
頁
。

（５３
）

大
島
、
前
掲
（３７
）
、
二
九
頁
。

（５４
）

山
田
昌

「正
ブ
タ
ノ
ー
ル
の
合
成
に
つ
い
て
」
翁
酒
精
協
会

誌
』

一
巻
、　
一
九
四
三
年
）
、　
一
九
五
～

一
九
八
頁
。

（５５
）

ジ
オ
ク
チ
ル
フ
タ
ン
ー
ト
の
こ
と
。
オ
ク
タ
ノ
ー
ル
と
無
水
フ

タ
ル
酸
か
ら
作
ら
れ
る
。



（５６
）

協
和
発
酵
、
前
掲
（４４
）
、
五
八
～
五
九
頁
。

（５７
）

『長
銀
調
査
シ
リ
ー
ズ
ー
ー
　
カ
ー
バ
イ
ド
エ
業
』
（日
本
長
期

信
用
銀
行
調
査
部
、　
一
九
六
〇
年
）、
三
〇

一
頁
。

（５８
）

飯
島
孝
、
岡
本
達
明

「水
俣
病
原
因
工
場
の
産
業
史

・
技
術
史

（２
と

（『岐
阜
経
済
大
学
論
集
』
二
七
巻
二
号
、　
一
九
九
二
年
）

二
九
～
七
七
頁
。

（５９
）

朝
鮮
か
ら
の
引
き
上
げ
技
術
者
に
よ
り
、
も
と
も
と
水
俣
に
い

た
人
た
ち
が
窓
際
に
追
い
や
ら
れ
た
と
い
う
。
二
酸
化
マ
ン
ガ
ン

を
用
い
る
日
本
窒
素
独
自
の
方
法
の
発
明
者
で
あ
り
、
戦
後
、
水

俣
工
場
長
を
つ
と
め
た
橋
本
彦
七
も
実
質
上
解
任
さ
れ
た
と
さ
れ

る

（Ｎ
Ｈ
Ｋ
取
材
班

『Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
ー
戦
後
五
〇
年
そ
の

時
日
本
は
―
第
二
巻
』
、
日
本
放
送
出
版
協
会
、　
一
九
九
五
年
、

六

一
頁
）。

（６０
）

『水
俣
工
場
新
聞
』

一
九
五
九
年

一
〇
月

一
〇
日

（水
俣
病
研

究
会
編

『水
俣
病
事
件
資
料
集

。
上
巻
』、
葦
書
房
、　
一
九
九
六

年
、
三
四
九
頁
）

（６．
）

飯
島
、
岡
本
、
前
掲
（５８
）
ｏ

（６２
）

西
村
、
岡
本
、
前
掲
（２３
）
、
五
八
～
六
〇
頁
。

（６３
）

同
右
、
二
八
八
～
二
九
五
頁
。
こ
の
水
俣
病
発
生
の
原
因
は
、

発
生
か
ら
五
〇
年
近
く
た
っ
て
、
西
村
肇
ら
の
科
学
的
検
討
に
よ

り
同
書
で
は
じ
め
て
解
明
さ
れ
た
。

（６４
）

水
俣
病
研
究
会
、
前
掲
（６０
）
、
四
七
三
、
四
七
六
頁
。

（６５
）

協
和
醸
酵
、
前
掲
（４４
）、
七
七
頁
。

（６６
）

木
下
祝
郎

「グ
ル
タ
ミ
ン
酸
醸
酵
―
そ
の
誕
生
と
現
状
に
就
い

て
―
」
亀
醸
酵
協
会
誌
』

一
九
巻
、　
一
九
六

一
年
）
、
六
五
～
七

一
頁
。

（６７
）

「グ
ル
タ
ミ
ン
酸
ソ
ー
ダ
の
合
成
」
「
ケ
ミ
カ
ル
・
エ
ン
ジ

ニ

ア
リ
ン
グ
』

一
九
五
七
年
九
月
号
）
、
四
五
～
四
九
頁
。

（６８
）

味
の
素
株
式
会
社
社
史
編
纂
室
編

『味
の
素
株
式
会
社
社
史

２
』
（味
の
素
株
式
会
社
、　
一
九
七
二
年
）
、　
三
二
七
頁
。

（６９
）

三
楽
、
前
掲
（２７
）
、
三
二
五
頁
、
お
よ
び
味

の
素
、
前
掲

（６８
）、
二
八
四
～
五
頁
。
三
楽
酒
造
は
七
〇
年
ま
で
年
約
二
千

ト
ン
弱
の
グ
ル
タ
ミ
ン
酸

（グ
ル
タ
ミ
ン
酸
ソ
ー
ダ
に
換
算
す
る

と
約
二
千
五
〇
〇
ト
ン
）
を
味
の
素
に
納
入
し
た
。
味
の
素
と
の

契
約
を
解
消
し
た
協
和
発
酵
は
、
六

一
年
か
ら
武
田
薬
品
の
複
合

調
味
料

「
い
の
一
番
」
の
原
料
と
し
て
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
を
供
給
す

る
と
と
も
に
、
六
四
年
に
は

「
キ
ー
パ
ー
」
を
発
売
し
、
み
ず
か

ら
化
学
調
味
料
市
場
に
参
入
し
た
。
旭
化
成
も
六

一
年
に
は
発
酵

工
場
を
完
成
さ
せ
、
武
田
薬
品
も
六
六
年
に
高
砂
工
場
で
グ
ル
タ

ミ
ン
酸
ソ
ー
ダ
の
生
産
に
乗
り
出
し
て
い
る

（武
田
薬
品
工
業
株

式
会
社
編

『武
田
二
〇
〇
年
』
、
武
田
薬
品
工
業
株
式
会
社
、　
一

九
八
四
年
、
二
三
〇
頁
）。

（７０
）

味
の
素
、
前
掲
（６８
）
、
二
七
二
～
三
頁
。

（７‐
）

〓
一菱
化
成
の
ア
ク
リ
ロ
ニ
ト
リ
ル
計
画
は
六
二
年
に
変
更
さ

れ
、
四
日
市
を
取
り
や
め
水
島
に
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

（三
菱
化
成
工
業
株
式
会
社

『三
菱
化
成
社
史
』
、
三
菱
化
成
工
業

株
式
会
社
、　
一
九
八

一
年
、
二
八
七
～
二
八
八
頁
）。

（７２
）

吉
田
統

一
、
岩
永
良
治

「グ
ル
タ
ミ
ン
酸
ソ
ー
ダ
の
合
成
」

翁
化
学
経
済
』

一
九
六
九
年
三
月
号
）
、
二
三

一
～
二
三
七
頁
。

（７３
）

「
ア
ミ
ノ
酸
」
翁
化
学
経
済
』

一
九
七
四
年
八
月
臨
時
増
刊

8′



号
）
、　
〓

一五
頁
。

（７４
）

日
本
合
成
化
学
、
前
掲
（３８
）、　
一
五

一
～

一
五
八
、　
一
七

一

～

一
七
二
頁
。

（７５
）

チ
ツ
ソ
水
俣
工
場
の
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
装
置
が
六
八
年
ま
で

操
業
を
つ
づ
け
た
の
は
、
チ
ッ
ソ
が
参
加
し
た
丸
善
石
油

・
千
葉

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
操
業
の
遅
れ
や
チ
ッ
ソ
の
経
営
難
に
よ
り
千
葉

で
の
オ
ク
タ
ノ
ー
ル
計
画
が
い
っ
た
ん
放
棄
さ
れ
、
水
俣
で
継
続

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
オ
ク
タ
ノ
ー
ル
製
造
の
原
料
を
供
給
す
る

た
め
で
あ
る
と
さ
れ
る

（「グ
ル
ー
プ
化

へ
胎
動
す
る
化
学
工
業

―
―
日
窒
グ
ル
ー
プ
」、
「化
学
経
済
』

一
九
六
七
年
五
月
号
、　
一

九
二
三
～

一
九
二
九
頁
、
『石
油
化
学
工
業
年
鑑
』
、　
一
九
六
三

年
、
五
二
頁
、　
一
九
六
四
年
、
六
七
頁
）。

（７６
）

協
和
発
酵
、
前
掲
（４４
）
、　
三
二
八
頁
、
お
よ
び
三
楽
、
前
掲

（２７
）、
年
表
七
〇
頁
。

（７７
）

「
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド

・
酢
酸
」
翁
化
学
経
済
』

一
九
六
九
年

八
月
臨
時
増
刊
号
）
、
八
三
三
頁
。
し
か
も
六
〇
年
代
末
に
は
、

オ
ク
タ
ノ
ー
ル
や
ブ
タ
ノ
ー
ル
で
は
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
で
は
な

く
プ
ロ
ピ
レ
ン
か
ら
直
接
合
成
す
る
方
法

へ
の
転
換
が
予
定
さ
れ

て
い
て
、
そ
こ
で
の
需
要
拡
大
が
期
待
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
。

（７８
）

味
の
素
、
前
掲
（６８
）、
二
九
八
、
四

一
五
、
四
二
七
～
四
二
八

頁
。
昭
和
ア
セ
チ
ル
化
学
へ
の
三
楽
オ
ー
シ
ャ
ン
の
参
加
も
、
酢

酸
の
供
給
を
受
け
て
発
酵
法
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
の
原
料
と
す
る
た
め

で
あ
る
。

（７９
）

武
田
薬
品
は
六
九
年
か
ら
酢
酸

へ
の
原
料
転
換
を
開
始
し

３
グ
ル
曹
産
業
の
当
面
す
る
課
題
と
展
望
」
、
『酒
類
食
品
統
計

月
報
』

一
九
七
〇
年
二
月
号
、
二
～

一
〇
頁
）
、
三
楽
オ
ー
シ
ャ

ン
は
七
四
年
ま
で
に
酢
酸
利
用
を
開
始
し
た
と
み
ら
れ
る

（「売

手
市
場
に
変
化
し
た
グ
ル
曹
産
業
」、
「酒
類
食
品
統
計
月
報
』

一

九
七
四
年
二
月
号
、
二
～
九
頁
）。
協
和
発
酵
は
、
七
〇
年
頃
か

ら
酢
酸
を
用
い
た
と
み
ら
れ
る

（酢
酸
工
業
会
編

『日
本
酢
酸
業

界
史
』
、　
一
九
七
八
年
、
五
九
八
、
六
四
四
頁
）。
旭
化
成
に
つ
い

て
は
不
明
。
各
社
の
原
料
に
つ
い
て
把
握
で
き
な
い
の
は
、
食
品

公
害
問
題
の
た
め
酢
酸

へ
の
原
料
転
換
に
慎
重
と
な
っ
た
こ
と

や
、
あ
る
い
は
酢
酸
使
用
の
公
表
を
さ
け
た
こ
と
が
理
由
と
し
て

考
え
ら
れ
る
。
六
九
年
末
に
は
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
ソ
ー
ダ
有
害
説
が

登
場
し
て
い
る
。

（８０
）

酢
酸
工
業
会
、
前
掲
（７９
）０

（８．
）

合
成
酢
酸
を
原
料
と
す
る
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
ソ
ー
ダ
の
安
全
性
間

題
も
再
転
換
を
後
押
し
た
。

（８２
）

味
の
素
株
式
会
社
編

『味
を
た
が
や
す
―
―
味
の
素
八
十
年
史

―
―
』

一
九
九
〇
年
、
三
七
〇
頁
。

（８３
）
　

『酒
類
食
品
統
計
月
報
』

一
九
八
二
年
二
月
号
、
三
年
三
月

号
、
八
五
年
二
月
号
か
ら
類
推
し
た
。
協
和
発
酵
に
つ
い
て
は
不

明
。

［謝
辞
］
資
料
の
収
集
に
あ
た
り
大
阪
経
済
大
学
中
小
企
業

・
経
営
研

究
所
の
三
上
正
證
氏
、
小
川
都
与
子
氏
に
た
い
へ
ん
お
世
話
に

な
っ
た
。
こ
こ
に
感
謝
の
意
を
記
す
。

（た
か
ま
つ
　
と
お
る
ｏ
大
阪
経
済
大
学
経
営
情
報
学
部
助
教
授
）




